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序
文化で人が呼ぶことのできる時代になったといわれでもう何年かたち、すこし前の様子

を考えると隔世の観があります。歴史ブームといわれてからも何年かがたちました o

その文化の中心のひとつを丈化財保護行政が担っており 市民からの大きな期待を受け

て事業規模は増える一方で、す。その中で、文化財保護室を平成元年度から文化財保護課へ

と組織を充実きせ、それらへの対応に備えました。

その事業の一端を紹介する目的でこの文化財調査報告書を刊行しています。本年で第20

集を刊行するまでになりました。詳しくは本文を見ていただくとして、特筆すべき内容を

何点か挙げてみましょう。

平成元年度の保存・整備事業では、臨江閤本館、茶室の保存修復工事と総社歴史散歩道

整備がそれぞれ第 3年次を迎え 臨江閣は本体工事をほぼ終了させ、散歩道は標柱・案内

板設置を終了しました。臨江閣は本年秋には修復の終わった姿を市民のみなさんにご覧い

ただけるでしょう。

大室公園史跡整備事業では、第 1回の委員会を開催し、基本構想、の策定にむけてスター

トしました。平成 2年秋に策定し文化庁への提出まで、委員会、幹事会を重ねていきます。

普及事業では、「前橋城復元図」の作成があげられます。現在の地図に城の絵図を重ねた

もので、刊行きれる大変な反響をよぴ、用意した地図がわずかの内に品切れになるほどで

した。なお、昨年度刊行の「前橋の文化財」も昨年度中に残部がなくなり、市民の要望に

より増刷を行ない、これは有償で頒布いたしましたが、すでに残部が少なくなっています。

調査事業では、総社町光巌寺の什物、古文書調査を行ないました。蔵の中で大正以来し

まわれていた書類箱の中から貴重な400点以上の絵図や文書を調査することができました。

また、総社歴史散歩道の観光資源保護調査が終了し、この秋には現地報告会が予定されて

います。

埋蔵文化財調査では、開発に伴う試掘調査、 13遺跡の発掘調査と芳賀団地遺跡報告書第

3巻の刊行があげられます。荒子小学校校庭遺跡では、調査した住居跡を校庭に復元し教

材として活用できるよっにし、大変喜ばれました。元総社明神遺跡は第 8次、内堀遺跡、は

第3次、横俵遺跡、は初年度の調査をそれぞれ実施し、貴重な記録を得ることができました。

このように、平成元年度、文化財保護課として多くの事業に取組み、多くの成果を得る

ことができたと思います。

最後に、事業推進にあたって、ご指導ご協力いただいた関係各位、機関に深く感謝申し

上げると共に、この文化財調査報告書第20集が文化の振興、文化財保護のために活用され

ることを祈念いたします。

平成2年 9月

前橋市教育委員会

教育長岡本信正
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例 一三一口

1 .本書は、前橋市教育委員会文化期保護課で行

われ疋、平成元年度の諸事業の概要をまとめ疋

ものである。

2.企画・編集は文化財保護課で行い、市民の方

にわかりやすい表現・構成をl山がけ定。



I 文化財調査委員による調査

文化財調査委員による調査は、平成元年度総社町の光厳寺の文書調査を中山に実施しだ。

昨年度什物の調査を行い、その継続ということで、平成元年10月3日から行ない、その

結果、大正以来密主立され疋ままになっていだ文書など、 400点以上の調査ができだ。

E安定、昨年度からの継続として、建造物調査も実施し、結果を報告することができ疋。

-光巌寺文化財調査

0名称秋元山江月院光巌寺

0所在前橋市総社町総社1607

0住職田中耕順

0宗派天台宗

昭和63年度調査

63年10月旬、 14日

什物、天井園、朱臼状など

平成元年度調査

元年10月3日-12日

什物、古文書など

平成元年度の調査は、 63年度に調査が及ばなか

っ疋什物と文書ガ中山で、あっ疋。

土蔵の中に、鍵のかかっ疋書類栢があり、その

中の文書調査が今回の調査の中山となっ疋。

文書の概要については、以下の文書目録を参照

してもらいだいが、そのいくつかの内容について、

触れてみ疋い。

文書の年代、差し出し人、受取人から害えると、

これらは、光巌寺の先々代の住職木村観順氏によ

ってまとめられ疋ものである。

書類箱の引出ごとに光巌寺関係、本山末寺関係、

公儀役所関係、秋元氏関係、住職関係に区分され

文書の中に、明治10年 (1877年〉に当時の群馬

県令揖取素彦あてに出されている寺号改正願いが

ある。

この願いには次のような内容が書かれている。

わが寺の寺号は、 E室長年間の創建時秋元越中守

長朝殿由、光巌院の柿をもって光巌寺と名乗っ疋

ものである。その後、寛ま3年 (1626年〉に幕府

より御朱印をいだだく時に「巌」と同じ発音の「岸」

の字に書いてあつだ。これまで誤りを直すことが

できなかっ疋ガ、創立の由来を害えると、正しい

字に直すようにお願いしだい。

文書の中に、光岸寺と書かれだものがあるのは

このだめと思われる。

寺ガ造つだ葵の紋入りの朱臼状の保管箱には光

巌寺とはっきり書かれている。

光岸寺と書かれだ朱印状ガ届い疋時には寺側で

は疋いそう困惑し疋ことであろう。しかしその当

時には幕府に対して「名前ガ間違っているので、直

してほしし¥_jとはいえなかっ疋のであろう。

時代ガ明治となり、改正を願いでても大丈夫と

の判断による願いの提出と思われる。

この願いは5月にだ、され、同年6月ア日には許

可になっている。

宝塔山古墳の石棺lこついて

て保管されてい疋。 明治9年 (1876年〉位けの光巌寺16世観)11買から

明治江戸時代のものが半々くらい舎まれており、 手火元家へあて疋口上書によると、宝塔山古墳の石

今後の光巌寺及び秋元氏調査の貴重な資料となろ 棺は刊世顕純の代には、本堂前の梅林近くに水盤

-つ

寺号改正願い

として置かれていだとあり、まだ12世順j岳の代に

蓋を山主山の塔の下石にしてい疋とある。
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13世広順の代の文化ア年(1810年〉大隆院殿(秋

元京朝〉の葬儀に供として来疋用人の押田六兵衛

ガこのことを聞き、石棺と蓋を本来の石窟に納め

させ疋とある。

この石棺については、これまでは大きさから蓄

えて石室ガ造られる時に入れられだと菩えられて

いだが、最近の実測調査で後から入れることガで

きるとされている。

この記録から、一度外にだされ元に戻されてい

ることがわかり、石室完成後入れられだ可能性ガ

強くなっ疋といえよう。

ま芝、この記録には¥宝I苔山古蹟という名称は

記述されていず¥彦狭山宿命墓とされている。

寺の絵図によると、舎と遣い秋元家墓所に南か

らまっすぐ通じる参道ガ設けられており、その東

に宝塔ガ立っている様子ガ見える。

この古墳の名称については¥古墳の形ガ方墳で

四角いところからつけられだなどと言われてい疋

ガ¥参道脇に立つ宝I苔ガ名称の由来になっEとか

んがえられるのではないか。

なあ、この宝塔は今は所在ガ不明である。ま芝、

蓋ガあつだという山王山も現在はない。

光巌寺焼失の再建状況「御注進書」

光巌寺は、文化ア年 (1810年〉に雷火の定めに

一部を残して建て物のほとんどを焼失している。

天保14年のこの記録は、文化3年 (1806年〉日

光唯l山院より転住の住職、 13世広順ガ文化ア年の

火災後の再建状況を記しだものである。

文政年中に四棟の建築を行ない、仏像などの新

調整備などをしだことガ書かれている。

光巌寺の再建状況を知る貯資料である。

なお広順には天保14年に感状ガ出されている。

寺関係の文書について

光層重寺は、天台宗の名刺として、府内汗関八州

天台宗寺院触頭井取締の役を任じられており、ま

だ群馬郡内に多くの末寺を持つことから¥関係寺

院の書類ガ多い。

文書中に末寺の書土ガあり¥什物や記録により¥

その寺で、不明になっている内容を確認できる。市
、 一 一

内の寺院では、徳蔵寺、正法寺、大福寺、松前寺、

神宮寺などのものガ含まれている。

特に、徳蔵寺については、光巌寺ガ徳蔵寺の内

三院を移して創設されだ経緯と、光巌寺隠居寺と

して住職ガ兼帯してい疋ことから、特に多くの文

書ガ保奇されている。

平成2年度調査を徳蔵寺で行なうこととしてお

り、今回の調査で、わかっ疋内容とあわせて、 2年

度報告し疋い。

ま芝、屋室町の堂修復副化村々仮害出寸帳によると

以下の村むらに廻文を回しており、光巌寺の檀家

と末寺の範囲を確認できる。

粟島、新田、鍛冶、大屋頼、昌楽寺廻、植野並

立石、高井、大久保、青梨子、野良犬、前原、北

原、東国分、ヨl閏並塚田、稲荷台、元総社、鳥羽、

江田、上日高、新保田中、高畑、上京目、稲荷新

田、上新田¥古市¥大友、中尾、金尾、小八木

什物について

什物の主なものは、昨年度の報告書で写真を掲

載しだが、今回什宝目録として内容を含めて報告

しだ。

梨地の金時総、近江石山寺の月の描かれ疋経机

や、やはり金梨地に山水、松、桜の高蒔総の入つ

疋文箱、芦屋華、打敷などは、重に詳しい調査ガ

必要になろう。

光厳寺・鐘楼
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光巌寺文書目録

文 書番号 表 題 年 代 差 出 宛先 数 備 考
朱印状 寛永 3年 5月 台徳院(秀忠) 光岸寺 寺領拾石

1-2 〈ク 寛永13年11月 台猷院(家光) ~ 。
1-3 タ 寛永 5年?月 巌有院(家綱) ~ 。
1-4 ~ 貞享2年 6月 常憲院(綱吉) 。 ~ 

1 -5 ~ 手保 3年?月 有徳院(吉宗) ~ ~ 

1-6 。 天保10年9月 慎徳院(家慶) ~ 〈ク

1 -7 ~ 賓暦12年 8月 2豊明院(家治) ~ ~ 

1 -8 ~ 万延冗年9月 昭徳院(家茂) 。 〈少

1 -9 タ 延享 4年 8月 惇信院(家重) ~ ~ 

1 -10 ~ 天明 8年9月 支恭院(家斉) 。 ~ 

1 -11 ーシ 安政 2年9月 温恭院(家定) ~ ~ 

2 徳蔵寺兼帯同意承認書 寛文 5年 1月 毘沙門堂剛大僧正 光巌寺当住 徳蔵寺を光巌寺隠居寺
公海 として兼帯に同意する

3 徳蔵寺兼帯承認書 天和 4年 2月 伝法心院大同覚院 光巌寺亮図 向上
4 朱印受取書 明治冗年10月 前橋藩社寺役所 朱印状11通の受取
5 光巌寺詞堂金貸附之事定 宝暦11年4月 十一世顕純 帳 1 定めた条の書き上げ

6 上州群馬郡光巌寺常念仏 π禄15年4月 帳 1
堂仏具帳

7 光巌寺詞堂物定詞堂物覚 宝暦 3年12月 帳 1 詞堂関係の書き上げ
書 大覚王院深信解院

8 書 簡 3年10月 公海 宅kπ但馬守 2 大僧正補任と挨拶

9 書 簡 3年13月 隻巌院ほか 光巌寺 花帽子袈裟の着用許可

10 念悌堂書伺 享保12年 4 
11-1 売覚令旨 4 
11-2 大僧都披露関係文書 11 
12 御答書 2年28月 安藤家来青木ほか 光巌寺
13 書 侶 7年3月 岡野大助ほか 4人 光巌寺 2 六百両の覚、演説書

14 永平寺書簡 2年 3月 永平寺 光巌寺
15 大檀那より御申渡書附 十二世廃順 本堂焼失l:っき再建願

16 証文ほか 冗禄、写保 7 百姓詫証文、届けなど

17 任命状 文政 8年10月 見覚を大僧都に任命

18 ロ宣案 文政 8年10月 蔵人頭左中期 同よ
19 売海贈権僧正口官 寛文 2年11月 3 補任状、口官案、礼状

20 光巌寺後住亮覚承認書と 天保14年9月 3 住職虞I11買、真光寺へ転
通知書 住のため日光歓喜院隠

居亮覚が住職になる

21 係 自 享保15年 3月 上州光岸寺 上州惣社光岸寺保目

22 十二世虞順代御感状 天保14年 8月 純海、鈴湛 寺が文化七年l:雷で焼
けた後復興に努力した

23 補任状 寛永 9年 3月 天海僧正 光巌寺 光巌寺を東叡山の直末
とする直筆花押あり

24 光巌寺後住承認書 安政 3年 日光輪王寺 光巌寺 日光唯信院交衆の一人
法成坊を後住に承認

25 光巌寺焼失後の再建状況 天保14年 光巌寺住職 龍王院法印 簿帳 1 文化二年に日光唯心院
「御注進書J 同覚印法印 より転住の住職が文化

七年火災後の再建状況
を記したもの
文政年中に四棟仏像な
どの新調整備 注進の
控

26 念仏堂飯料誼文 冗禄15年 4月 安藤出雲守 光巌寺 亡父供養のため念仏堂
と鐘を建立し、詰衆ヘ
飯料として三百両扶助

27 惣社領昌楽寺廻り給方田 寛永10年 2月 意kπ但馬守内 昌楽寺廻り庄
畠之事 高山伝右衛門 屋四郎在衛門

28 村岡一郎給料渡方書残 明治

29 使用人貸金支払証預証 明治

30 出納帳 明治 木村観順

31 領収書 明治 木村観順
32 慰労金受取書

33 控 明治 上新田村
34 預かリ証 明治 木村観順

35 職人使用出納簿 明治

36 仕様帳 明治 要用書類の袋に入る

37 領収証、預証類 明治 光巌寺
38 御朱印写 3工戸 光巌寺 6 
39 諸札案書
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文書番号 表 題 年 代 差 出 宛先 数 備 考

40 地割図線引

41 地割線図 線引きのみ

42 東叡山御奉書 天明、文化など 16 
43 御令書井下知状写 文化、安永 3 
44 御触書 正徳から写保 2 寺門改め

45 朱印石高等の報告 慶応4年 観理院権僧正当分之内

府内井関八州天台宗寺
院触頭井取締~儀
21の寺院名あり

46 御朱印御改控 宝暦、天明、天保

47 添簡下書入 寛政、文化など 14 
48 願 書 文久 3年 8月 正法寺光巌寺 信碍院法印 立木伐採のこと

信心法印

49 過 明治20年25年 帳 1
50 過去帳 寛政πから 13 帳 1
51 過去帳 文政πから? 帳 1
52 過去帳 寛永πから? 帳 1

正徳元から 5
53 過 文政 8:から 12 帳 1
54 過去帳 明治冗から 8 帳 1
55 過去帳 慶長、文録など 帳 1
56 過 明治 2から? 帳 1
57 過 安政 5から文久 3 帳 1
58 過 写和πから文化 6 帳 1
59 過 明治14から 19 帳 1
60 過 明治14 帳 1
61 過 天保 7から 12 帳 1
62 過 明治31年から34年 帳 1
63 過血脈授与帳 安政 2年 3月 帳 1
64 御改人別書上之覚 文化冗年 6月

65 寺末御改帳 天明 6年12月 帳 1
66 書 状 安政 4年 9月 東叡山 伐木願出の控

67 願 文 文久 3年 8月 竹木のこと

68 御届書 明治19年 2月

69 御年貝畑絵図 3工戸 絵図 2 十一世順海代検地此絵
図出来

70 (弗乗院七回忌来客受伺 大正 9年10月 冊 1
71 上地事件雑書類 明治 3 
72 雑書類 明治 9 檀家、保晃会関係など

73 土地払い下げ関係書類 寛永から明治 16 
74 補任状 明治28年 天台宗事務取扱 ニ津橋光金を律師1:::
75 住職進退1:::関する書類 明治13年 21 木村観順住職願明治13

大野定111買辞職願明治 7
76 妙見寺大福寺離末之儀 明治14年 2 寺格が変ったため末寺

イオ願 の関係を離れる

77 礼状 明治 3 大教院焼失営繕根本中

堂営繕地への寄附礼状

78 創立沿革並賓物取調異伸 明治 下案

79 定順代院内僧侶戸籍に蘭 明治 14 
する書類式

80 古墳届出書 明治9年 6月 愛宕山、宝塔山、蛇穴

山古墳

81 住職御届他 明治15年10月 9 木村観111震が小海村松源

寺住職になる 聖徳講
規約草案

82 崇教会規約草案 間 1
83 書 状 明治20年 7月
84 寺明細書上下書き 明治18年10月
85 定順贈号 明治20年 7月 天台座主台椙貸費 故大野定順 権大僧正を贈る

86 勧進についての連絡 明治 9年 7月 比叡山延暦寺崇叡 質常院青柳権

会支局幹事 大僧正光巌寺
木村権大僧都

87 寺名取調提出指令 明治17年 7月 天台宗務鷹 群馬県下教導

取締中

88 証支 明i台 大学林幹事 光巌寺僧正 2 菓子代図園そば代参園

89 中教院会計 明治12年12月 中教院青柳興善 光巌寺御隠居 2 課金受取他

90 証文 明治29年 6月 木村観順 菓子代一円

91 許可状 明治15年12月 松源寺住職木村観11慎1:::
五僚の衣服着用許可

92 感謝状 明治3↑年10月 岩手宮城青森県知 木村観順 明治29年海輔への救他
事 金一向に対して
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文書番号 表 題 年 代 差 出 宛先 数 備 考

93 書状 明治21年 3月 惣本山文書課員 木村観順

94 金貨奉納願 明治11年 3月 ‘大教院営繕料五拾園
95 補任願の形式

96 届 け 明治21年 2月

97 連絡文 明治20年 7月 大学林支校幹事大 青柳僧正 光岸寺剛々住大講義大

学林校長心得 野定順師昇級の儀

98 連絡文 明治19年10月 天台宗務鹿 群馬県下宗務 口口寺の住職が諜金を

取締 納めず懲戒処分とする

99 連絡文 明治29年 6月 天台宗務鷹 木村観I1慎
100 送信文 明治26年 1月 郡長島田宗正 光巌寺 No.101の送信文

101 感謝状 明治25年12月 岐阜県知事小崎利 群馬県上野国 明治24年の震災救仙拾

準 天台宗寺院中 Eへの感謝
102 補任状 明治28年 6月 天台宗事務取扱 中里徳譲 補権律師

103 連絡支 明治23年12月 天台宗務鹿 群馬県下諸寺 木村観順を群馬県宗務

院中 取締に任じたこと

104 補任文 明治28年 6月 天台宗事務取扱 牧田績吉ニ輪 2 補権律師
武士郎

105 連絡文 明治9年11月 天台宗務鷹 木村観順

106 転任連絡文 明治29年11月 天台宗務鹿 光巌寺組寺法 光巌寺住職木村観順を

類旦住職中 長楽寺住職とし光巌寺

は兼住とする

107 兼任職解免願いの許可 明治35年 4月 天台座主大僧正 第十四教区常 常安寺兼住職を解く許

梅谷孝成 安寺兼住職僧 可明治35年 3月15白イオ
正木村観順 けで願い提出

108 住職任命許可状 明治 天台座主大僧正 第十四教区常 常安寺住職任命の許可

栂谷孝成 安寺法類惣代
大僧都後藤宥

I1慎
109 兼職を解く辞令 明治35年 4月 天台座主大僧正 木村観順 国府村常安寺兼住臓

梅谷孝成 僧正木村観順

110 辞令 明治30年 4月 天台座主村田寂順 木村観順 2 長楽寺住職木村観順1;::
新高尾村図積寺住職を

兼務させる

111 礼状 明治23年 7月 営繕部総理権大僧 光巌寺住職大 根本中堂営繕工事の百

正坊城図然 僧正木村観順 円寄附への礼

112 受領書 明治29年 9月 天台宗務鷹 木村観順 補状

113 許可文 明治 天台宗座主大僧 木村観順

正三浦図源

114 力団遺愛神縮拓 拓本

115 書 状 12月21日 尾上 木村大僧都

116 兼務願 明治21年 8月 天台座主 光巌寺住職木村観順1;::
育梨子lE法寺住職を兼

ねさせたい

周年 8月24日許可

117 連絡文 明治 新高尾村木村観順 天台宗務鷹

118 連絡文 明治15年 6月 宗務鷹 中講義木村観 ニ等庶務の辞職の件

I11自
119 受取 明治30年 3月 天台座主大僧正 群馬県宗務取

村田寂順 締僧正木村観

111買
120 連絡文 明治30年 4月 天台宗務鷹 権律師中里徳

譲

121 寓霊供養旨意書 大正日

122 禽霊供養旨意書 大正 B
123 高霊供養旨意書 大正 B
124 土地無代御下渡願 明治12年12月 4 
125 冗j台一己丑年東照宮一百 π治 28 

五十御忌仮日記入

126 壇方帳 No. 127と同じ頃 秋冗山院代部屋附二札

之内

127 壇方帳ー π治 2 同上

128 上野園群馬郡惣社町仮名 写和文化 B 
附帳光巌 寺他

129 御神忌百五十回一百回記 文化12と明和冗 冊 2 東照宮の法事の記録

録入

130 本朝年代即艦序 写保16年仲春 綴 1 淳雅の名と印がある

131 掌中詩学自 在 全 綴 1
132 上地事件の事御払い下等 明治13 23 払い下げ願い 地券

件但し仮綴 持高並出納帳など

133 新古御朱印写等入 天保写和 14 上野国群馬県漆原村威

徳山長松寺
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文書 番号 表 題 年 代 差 出 宛先 数 備 考

134 公儀御年頭出番之事 享保16 2 上州光巌寺

135 御朱印与:六通 i土戸 B 引闇村妙見寺

136 秋π山十四世住職諸用記 天保14年 5月

137 地耕図 図 1
138 地割図 図 1
139 惣社町耕地整理地匿内光 明治 図 1

巌寺所有之地図

140 群馬県高群馬郡線社町大字 明治 図 1
線社町耕地整理地厘確定図

141 日記 図暦12 冊 1 天文寛保延字図暦明和

の頃の事

142 地籍函 明治 図 1
143 寺配置図間取図 嘉永冗年 4月 普請奉行野口 図 1

政之進ほか

144 本末寺徳分限書上控入 安永 5年10月 光巌寺 6 寺の判鑑徳蔵寺中寺
院の明細など

145 末門寺中分限帳 写保 3年20年 光巌寺 4 
146 西群馬郡総社町縮図 明治19年 図 1 光巌寺有十九年改正

147 所有地図面 明治 図 1
148 絵図下書 明治 図 1
149 要用雑書類 明治 16 記録受取手紙覚控など

150 詞堂金貸附之定 図暦11年 4月 秋π山十世顕純

151 御上地井除地之外書上帳 明治4年11月 冊 1 控

152 建物配置図 江戸 図 1
153 上野国群馬郡之内郷村局 天保 3年 上州群馬郡惣社 3 形式徳蔵寺光巌寺

帳 町光巌寺

154 耕地取立に関する書類 明治

155 覚 明和 7
156 光巌寺境内外絵図 明治4年11月 図10
157 畑図面 文久 2年 2月 十五世定順 図 1
158 朱印地図面 明治4年 7月 光巌寺 図 1
159 控

160 公図事 図 1
161 所有地控 光巌寺 冊 1
162 寺の配置図 明治 4年 7月 光巌寺 図 1
163 一宗御布告 明治 2年 6月 本山から布告の記録

164 絵図 図 1 図橋上野馬塚村分

165 財産目録 明治 7年 5月 光巌寺 冊 1 住職大野定順

166 御朱印田面参拾晶入 秋π山 図 1
167 岩屋剛図面(地籍図) 図 1
168 地割図下書 図 2
169 童会図の袋

170 絵図 図 1
171 公儀御年頭年勤日記 支政13年 1月 5 
172 中庫裡建立絵図 3工戸 2 
173 届下書 天保12年 4月

174 光岸寺古絵図面入 江戸 図 2 域経図 光岸寺徳蔵寺

175 御朱印地御年貝地田畑反 景永 6年 5月 秋π山用所 帳 1
歩永銭附元帳

176 境内図 3工戸 図 3 北から西の土手が朱書

177 過 11 安永冗から 9 帳 1 11 
178 過 12 天明πから B 帳 1 12 
179 過 7 π文から寛保 3 帳 1 7 
180 過 5 写保πから 10 帳 1 5 
181 過 9 図暦冗から 13 帳 1 9 
182 過 22 安政冗から 5 帳 1 22 
183 過 16 明和か 帳 1 16 
184 寺領図 図 1
185 過 20 天保弘化嘉永 帳 1 20 
186 過 32 明治39と42年 帳 1 32 
187 過 18 天保πから 6 帳 1 18 
188 過 24 明治冗まで 帳 1 24 
189 過 3 冗禄πから 16 帳 1 3 
190 施餓鬼料券文之事下書

191 調講文 文化9年涼月 永朝文化 7秩病の床

192 歎文

193 追悼文 文化 7年10月 秋π久朝 永朝の葬儀の時のもの

194 調講支 文化 9年 9月 久朝 喬知の葬儀のもの正
徳4年中秋床に伏す

195 歎支 文政10年今月 虞順 江月院殿百回忌用

196 211まで歎文

-6 



文書番号 衰 題 年 代 差 出 宛先 数 備 考
212 御歎文 文化?年 虞順 秋冗永朝(;:::対するもの

213 歎 文
214 歎 文 安政 4 虜順のメモあり

215 歎 文

216 歎 文 嘉永 5年11月 智仙の葬儀用下書

217 歎 文

218 歎文下書 嘉永 2 法印嘉園野良犬の神

宮寺から宝積寺に天保

11年11月に移る

219 量義遂業謹 明治20年10月 延暦寺 観順 虞撃霊義者圃宗博燈

之基源也干まま観順 今

回遂本業撃の其讃如
件

220 家根葺替寄附帳弁会計簿 明治 光巌寺執事 歓募帳会計簿手紙

221 包 附大阿遮梨補任明静院
光阿

222 辞令賞状など 明治 大野定順 7 手紙補任状玉色金
衣着用許可

223 補任状 冗i台π年10月 第五十五世戒善院 観順 二部都法大岡遮梨職之

僧正 事

224 受業真E 院 冗治π年 9月 長楽寺五十五世大 観順 4 
僧正

受者得併記 良田山五十五世僧 観順

正
図祇秘密印信 長楽寺五十五世戒 観順 蓮華流 図祇印信

善院僧正要順

長楽寺真言印僧正 観順 蓮華流秘密印信

225 祖先申告書 明治36年 5月 従五位秋冗春朝 5月9日の婚姻(;:::際し
秋元光子 先祖に申告した文

226 金剛悌子合行金剛悌子

227 橿家名簿 冊 1
228 栖真号 明治14年11月 管長権大教正大 大野定順 権中講義大野定順右宣

図覧図 称大悲院者如件

229 済川院殿百五十回忌差定 支久 3年 8月 法要の役割分担

230 仏の弟子系図 明治 観順まで

231 奉迦帳 明治16年 4月 堂塔保存のための資金

あつめ

232 No.23H;:::同じ 明治16年 4月

233 禽霊供養旨意書 大正 8 冊 1 建塔施主石井松太郎妻

石井フジ

234 権現様御僚目 貞享 4慶長18 冊 1 切支丹禁止他宗門法度

235 大沼家譜 文政13年 4月 大沼角在衛門 冊 1 秋冗氏家来 人扶

236 煎 字 寛文13年閏 2月 石倉村

237 御朱印写 8 徳蔵寺のもの

慶安二年大猷院

貞享二年常憲院
安政二年温恭院
享保三年有徳院

延享四年惇信院

賞暦十二年澄明院

天明八年文恭院

天保十年慎徳院

238 祖中法名住書 冊 1 居士信士禅定の区別を

家ごとに記録 719 
239 祖家世話人連名帳 明治 2年 3月 秋冗山院代 冊 1
240 廻 文 慶応 2年12月 秋冗山院代 冊 1 回覧先は24H;:::ほぽ同
241 堂修復図化村々仮割イオ帳 慶応図辰 秋π山 冊 1 回覧先は次の通り 粟

島、新回、鍛冶、大屋

敷、自楽寺廻、植野並
立石、高井、大久保、
青梨子、野良犬、前原、
北原、東国分、引間並

塚田、稲荷台、元総社、

鳥羽、江田、上日高、

下日高、新保田中、高
畑、馬図、上京目、稲
荷新田、上新田、古市、

大友、中尾、金尾、小

八木

242 唄匿印可状 明治36年 7月 梶井二千院門跡 長楽寺観順

大岡図梨大僧正孝成

7-



文書番号 表 題 年 代 差 出 宛先 数 備 考

243 券 文 文政 9年 7月 光巌寺 稲荷台村藤井 2 金十五両施餓鬼両受取

久右衛興

嘉永 5年 2月 十四世亮覚 田口寅松 金三百疋法名料

244 券文下書き 図麿 4年正月 十世 不詳

245 駕字

246 証文控 明治18年 6月 十八世僧正観I1慎 冊 2
247 院号授輿之下書 寛政冗年12月 十世順海 高井村福嶋義

右衛門

248 書状及び書状与:し 慶安、寛政 18 相iπ泰朝と名主他から

249 資格授与書 9月30日 僅図に

250 欠 番

251 命日一覧

252 廻文 安政 6年 7月 秩冗山院代 3 十二世贋順の葬儀の件

253 書 状 明治 7年 2月 増田直夫他 光巌寺

254 書 状 明治 2年12月 館林戸部準四郎 光巌寺

255 書 状 明治 2年正月ほか 館林石川 光巌寺

256 書状 5月 8日 家令 光巌寺 化域院百回忌の事

257 書状 明治4年11月 家令 光巌寺 2 11月23日と 9日イオ

258 書状 明治 2年 3月 秋冗家家令 光巌寺

259 法要依頼 明治 7年 1月 化城院殿百回忌

260 書 状 明治 2年 8月 光巌寺 2 但馬守一万石加増の件

寄附と納める連絡

261 献 立 8月12-14日
262 書 状 明治 3年 3月 宅~冗家家令 光巌寺 5 
263 手 控 明治4年正月 光巌寺 供養料等の控

264 害 状 江戸 6 控、車~冗関係位牌等の
目録など

265 書状写しなど 5 
266 書翰控など 明治11年4月 7 裏t;::斉田明

267 戒 験 明治20年9月 6 観順のもの、戒壇を受

けた証、六念、メモ、
認定証(図源より)

268 奉迦帳 明治16年 4月 Na.231t;::同じ
269 永代法名改 江戸 光巌寺 券文の事、金五両を費

用として受け取った証

270 手 控 明治4年正月 光巌寺 供養料の送イオ控

271 受領証 明治20年 9月 延暦寺事務所 光巌寺 祖廟保存資金

272 受領証 明治 B年 1月 宗務鹿 光巌寺住職 金一同

273 受領証 明治20年 9月 本山延暦寺事務所 光巌寺住職木 祖廟別の生花代金一円
村観順

274 受領証 明治20年 嘗執事代大林院権 金円をπ一大師前の
大僧都行敬 花代として木村観順が

送ったものの受取

275 証文(受領証) 明法20年 9月 本山事務所 光巌寺 金五円、平井智順が祖

廟保存金として送った

276 新得度 寛延π年11月 光岸寺 新所得度所度者偲名

小中将賓名性海御
戒師一品公遵親王大
僧都寛深深海

277 許可状 字保17年12月 大恵口院大僧都大 晃覚 本蘭色衣着用之事

事王院大僧都

278 許可状 享保 5年10月 功徳院大僧都尚志 玄雄 本銅色衣着用之事

住心院大僧都覚

279 許可状 江戸 海龍王院大僧都純 亮艶 本蘭色衣着用之事

海 大恵恩院大偵
都菓考

280 辞 令 明治33年10月 天台座主大僧都 准別格一等t;::する旨の

中山玄航 辞令

281 許可状 明治 7年10月 大事壬院大僧都慈秀 順海 本蘭色衣着用之事
大園口院大僧都寂恵

282 許可状 文化 5年10月 法眼 権大僧都贋順 結五候袈装之事

283 伐木届け他 嘉永π 光巌寺 高崎役所 伐木届徳蔵寺明細

284 届け一式控 明治 光巌寺 高崎役所 21 徳蔵寺関係書

285 入用書伺 江戸 光巌寺 徳蔵寺関係書

286 出火入寺届け下書 天保寛政嘉永 光巌寺 寺社奉行所 5 
287 本末御改寺徳分限帳 延写 2年

288 本末寺徳分限書上帳控 安永 5年10月 十 世順海

289 宗門人別等諸用帳 江戸 光巌寺 6 目日橋高崎川越沼田

290 届け等 江戸 光巌寺 9 Na.283 284関係

291 増減御改帳 明和 2 綴 1 上野園群馬郡小姓足軽

町屋敷寺人別
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文 ・番号 表 題 年 代 差 出 宛先 散 備 考

292 届 け 支政冗 光巌寺 領主(役所) 13 徳蔵寺境内t:行倒人が
いたための届け

293 壇方向当用書付下書 支政π 板員宿下町住泉都 光巌寺 本尊の注文の件、ニ尊
大仏師図杢法橋玄 で三百両とある

司

294 御届写 江戸 光巌寺 御奉行所 3 毘沙門堂、輪王寺宮

295 原文 明治4年2月 光巌寺 徳蔵寺合併t:反対の願

296 人別書上控 安政 5年 6月 光巌寺 高崎役所 7 ?年目ごとの人別改の
書上

297 東照大権現箇保定書 安政 6年12月 綴 1
天台宗僧徒径麿衣体之

298 帳 面 写和 2年 2月 脇坂淡路守 綴 1
299 天台宗人別御改帳 明治 3 惣社町之内粟嶋町 綴 1
300 公儀御触書之害: 江戸 綴 1
301 書上控 図暦、明和 則橋役所

302 π総社百姓詫び証文 冗文2年 3月 冗総社徳蔵寺御屋 光巌寺藤田甚
敷守甚左衛門 平

303 宗門人別井増減控 弘化 3 高崎役所 16 薬王寺の分も

304 寺領租税録ひな形

305 寺号其タ卜明細帳ひな形

306 郷村高帳ひな形

307 正法寺書上入 江戸明治 28 沼田支配所育梨子

308 長泉寺書上入 江戸明治 12 文化の押込記録あり

309 妙見寺書上入 江戸明治 10 
310 大福寺書上入 江戸明治 11 
311 延命寺書上入 江戸明治 22 新保田中

312 常安寺書上入 江戸明治 16 
313 薬王寺書他人 江戸明治 15 下豊岡

314 松前寺一件控 江戸 12 前原

315 手徳院様御遺函並秋冗志 嘉永π年 3月 十四世見覚 冊 1 秋冗久朝

朝公御奉納記録

316 字徳院殿御遺函御葬式御 弘化4年10から 十四世昂覚 冊 1 久朝

中陰諸式並納物
317 御入棺葬納送御中陰中法及 冗文 3 秋π山十一世顕純 冊 1

日記並物

318 大権院様御葬式諸用入 文化 7年 7月 17 
319 化城院様御葬送入用記録 安永4年 十一世順海 24 i京朝のこと、遺髪埋葬

320 書 付 2月 6日 大壇那 8 
321 願 文 文久冗年11月 光巌寺 福井内蔵介他

322 i斉川院殿百回忌御法事控 文久 3年 8月 秋π山 喬知のこと

323 享徳院殿十七回忌手文 文久 3年10月 秋π山院代

324 役僧仕事記録 江戸

325 i斉川院殿百五十回忌御法 文久 3年 8月 秋π山周所
事心得

326 化城院殿御遺髪御葬式之 弘化4年11月 売覚が記録 2 総社町松田家記録の写

前 ;京朝のこと

327 車kπ久朝公御供物の件 冊 1 光巌寺分

328 入棺葬送一式書物 文久寛保 11 喬房、喬求の時

329 献 立 8月 5日夕

330 化城院殿ニ十二回忌添書 文化4年 6月 7 
附

331 書状 10月21日 太陽寺四郎右衛門 光巌寺 大峰院の件か

332 秋元但馬守志朝公御廟図 嘉永π年 3月 2 
献立式

333 秒tπ家供養費収入と礼状 明治14年10月 9 
334 覚 8月 奉納金

335 館林往来入用控 嘉永π年4月 5 御葬式控、書状、献立

336 大隆院様五十御忌手文 安政 6年 7月 5 
通入同年十月享徳院様
拾=回御忌手文回文之事

337 英長院殿百五十回忌御忌 寛政11年 8月 9 忠朝のこと
に附御法事書翰

338 照尊醜様百五十回御法事 寛延 3年10月 10 泰朝のこと
書附入

339 誠心院五十固定、法事の件 寛政 5年 2月 15 
340 中庫裡建立詰寄附入 文化、文政 15 
341 御霊堂塀、御廟所、御修 文化、寛政 7 

覆諸用書

342 大工方金子渡帳 文化 8年 3月 秩π山

343 普請方借用利足帳 江戸 冊 1
344 営繕関係諸般簿 明治10年 1月 冊 1
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文書番号 表 題 年 代 差 出 宛先 数 備 考

345 営繕用書附入 慶応、安政他 24 
346 覚 江戸 5 工事中の覚

347 上州惣社光巌寺御修復積 安政 6 普請方 冊 1
帳写

348 惣社巌光巌寺小書院湯殿 支久元 普請方 冊 1
永解掛塀御垣根替

349 御屋根御普請負請負金内 文久π年 6月より 冊 1
j斉方控帳

350 惣社光巌寺御普請屋根届 文久π年 6月 館林普請方 冊 1
書

351 十七世智順代御霊堂御廟 江戸 59 
所に関する書類

352 書他人 文久冗年 6月より 御屋敷御普請に付諸職

人清書下書井清書イオ入

353 受領証 明治 6年 9月

354 日記 明治4より 12年 冊 1
355 御修復仮日記 文久 2より明治9 冊 1
356 書状 8月26日 福井内蔵介他 光巌寺 3 
357 御位牌堂御廟所御修復掛 明和 4年 5月 3 

入用書

358 御霊堂御修復入用書イオ 寛政 9年 7 
359 書イオ入 江戸 4 御屋敷御普請にイオ諸請

負人江被御j度候証支書

付入

360 西福寺用書付 j工戸 23 稲荷新田

361 図積寺書類 江戸 15 
362 万願寺書類入 ;工戸 10 
363 普門寺用書入 江戸 9 東箱回

364 北原寺什物帳 3工戸 14 北原

365 神宮寺書類入 )IJ5 21 野良犬

366 長栄寺書物入 江戸 16 江田

367 大隆院殿御新葬儀日記壱 文化 7より 12年 冊 1
368 御修復仮日記 安政 4年正月から 冊 1
369 中庫裡下庫裡新建立絵図 寛政 Bより 11年 図 4
370 日記 冗3台冗年11月 冊 1
371 日記ー 文政?より天保? 冊 1
372 日記四 天保 8 冊 1
373 辞令 明治 20 十七世智順

374 清光寺用書 江戸 12 
375 書類入 文政、文化 14 
377 改選総代人届 間 2
378 西福寺財産預約書 明治26年 2月

379 長泉寺財産預約書 明治26年 2月

380 光巌寺財産預約書 明治26年 2月

381 願いの形式

382 収入諸費控帳 明治32年 3月

383 北原寺財産預約書 明治26年 2月

384 普門寺財産預約書 明治26年 2月

385 無住寺院収支精算書 明治25年度

386 図海死亡巳後買tヶ年収支 明治29年から30年 図積寺

金並二支出払取調帳 まで

387 西福寺什物調 明治18年10月
388 西福寺事務取扱規約 明治

389 正法寺財産預約書 明治26年 2月 冊 1
390 田畑反別帳 明治26年 2月 冊 1 長泉寺

391 宝積寺新古什物書上帳 文久 4年 3月 冊 1
392 長栄寺財産預約書 明治26年 2月 冊 1
393 光巌寺財産預約書 明治26年 2月 冊 1
394 北原寺財産預約書 明治26年 2月 冊 1
395 明治廿五年度出納取調帳 明治25年 長泉寺

396 北原寺財産預約書 明治26年
397 収支計算調書 明治27年度 中尾村の寺のもの

398 壇信徒総代改選御届 明治37年 1月 住職、総代 天台座主 禽願寺

399 長栄寺財産預約書 明治26年 2月

400 門建設願 明治33年 2月 新保田中の延命寺

401 保存を要すべき古寺謁 明治28年 9月 稲荷新田の西福寺

402 欠 番

403 日記 文久πから冗治冗 冊 1
404 西光寺諸書上早見 写保11 冊 1
405 日記弐 文化13から文政 6 冊 1

しきで
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文 書醤号 霞 題 年代 差出 宛先 数 傭 考

406 光E |文化!安永 3 
407 御4復 反日 l寓延 2年正E
408 l明 日4年3，E

409 寺E 1帳 延 享元年5，E 2 
4' 昔 ‘ふ+蜘l |支殴 7年3，E 3 
4' 常1ま仏望大破E 4月 9日

4' ~1\':; 家館林以来之日記 |弘11:;3年 5月

4 
院図珠書院帳J 

~lF採 図暦、明和 14 

414 寺E1図 |明草 6年 9月 冊 1
415 F類入 |明32 28 
416 P 皇 |明 5 徳 i寺
417 戸 書上帳 !明 5年10月 冊 1 妙JLミテ
418 P 書上帳 i明 5年10月 冊 1 松1iミ与
419 戸 書上帳 開 5年10月 冊 1 日 ;0)清光寺

420 回量 開a 3年 9月 |光巌寺 |末寺

421 分限i 周 5年10月 同 1 延t旨寺

422 三年::$z， ト言日 開 7年 3月 冊 1 新i言田中の延命寺

423 ト宝 |明治 冊 1 延命ミ

424 什物i司 |明治 7年 6月 冊 1 西 喜子

~5 什 |明治 冊 1 長宗寺

~6 分| itl5年10月 南安ミテ(国府村)

~7 P 上帳 うを 新保の善性寺

~8 戸: 発 5年10月 長栄寺

429 戸 上帳 宝積 F
430 寺録liX謂帳 |明治 7年 6月 間 1 光岸寺

431 分限言 上帳 明治 5年10月 冊 1 満願寺

432 戸籍3上帳 :明治 5圭 10月) 冊 1 正法寺

433 分限。 明治 5年10月 冊 1 大福ミ守

434 戸籍3上帳 明治 5年10月 冊 1 西福竜

4: 戸籍申 明治 5年10月 冊 1 善門予

分隈Z上帳 (明治 5)10月 冊 1 北原守

日籍申 明治 5年10月 冊 1 光巌寺
籍喜 ト由喜 明治 5年10月 冊 1 神宮寺

19 冒のT;式

440 分限書上帳 明治 5年10月 冊 1 長泉寺

441 不動院書上入 安政 3年10月 14 川原湯

442 紅4問日 官)'眠 慶応明治 18 
443 回書 日月 8日 光巌寺院代

444 図 電延4車?月 冊 1
445 什物柑 f保14年 6月 冊 1 成就院

446 電延 2年3月 間 1
447 不動院諸ト 1屑 t保 2年 冊 1
448 皐胃 l年 り 冊 1
449 '"五目リ守T酒音ー こ早見 図E 年 月 冊 1
450 西光寺什物帽 安 l年 月 3 長底w華蔵院西光寺

451 寺格状 明日日年月 天田台寂座順主大信正村 清里村神宮寺 等外三等

452 寺格状 明治30年 5月 天田台寂座順主大僧正村 長栄寺 群馬極東村 等外三等

453 田畑証文 l元禄11 7 
正院図光勝、院放院、光、光院図明、城院千院、手成院就、

454 要心袋(金) 冊 1
455 幼々 7事決凡例六則 冊 1
456 歎 10 No.211に同じ
457 歎

458 神宮ミテ財産預約書 |明治26年12月
459 秋元w古今物語 l権僧正虞順

460 精難精覚 冊 1
461 欠誓
462 補任羽 |元禄15年 甲州谷村泰安寺

463 官林地所立竹払下願 |明治26年 !北原寺
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光巌寺什宝 目 録

力 ド番号 種 別(名称) 材 質 法 量 儀 考

経 机 木 高 27.2 梨地の高蒔絵、近江石山寺の月

幅 93 
奥行 39. 3 

2 別 机 柴檀 高 64 唐獅子牡丹のすかし彫りがあり、正面と側面t;::秋元瓜

黒檀 幅 122. 5 
奥行 45. 3 

3 華 瓶 青銅 高 29.5 蓮c青海波の紋様秋冗瓜

径 26.3 
4 香 炉 青銅 高 26 蓋が蓮の花をかたどっている 秋冗瓜

径 26 
5 燭 台 青銅 高 50 車~π瓜

径 17 
6 香合 柴檀 高 5 蓋が紫檀で身が黒檀

黒檀 幅 12 
7 香炉 高 28 大隆院尊別文化七庚午年七月九日 一対のもの

径 27.3 
B 播 布 高 235 秋、π伊賀守喬房御寄進也 当寺七世売歓法印代

幅 59 
9 宇賀神 木製 局 16.7 

幅 10. 3 
10 香時計 木製 高 55 

幅 36. 3 
奥行 36. 3 

11 多宝塔 高 60 高 77、幅38の厨子の中t;::納められている

幅 26 
12 妙法蓮華経 天 6 晋元禄 己巴年九月吉日 首山法門続住持兼作州本山寺ニ州

地 2.7 !冥福寺大僧都見海敬白

13 阿弥陀如来 鉄 高 106. 5 干時享保七季

膝 57 
14 太鼓 木製 幅 69 文化八年未歳七月九日

径 57.5 
15 扇額 幅 180 3工月院光巌寺秋冗興朝筆 6尺 x9尺か

16 誕生図 縦 225. 5 誕生悌彩画像ー幅井タ卜筈春慶塗 寛政ニ年四月八日 秋冗山

横 202.8 第十二尊従導順海新寄附醤院 図に霞兆斎守俊筆と鳥川辺

印と藤原印

17 浬鍵図 縦 232 
横 205. 5 

18 挟 籍 木製 高 36 住職の荷物を運んだ笹龍胆の紋
幅 73.5 
奥行 44.5 

19 風鐸 青銅 高 26 条痕がある 花 び ら の 形 て つ な し

径 22 
20 茶釜 鉄 高 18 表面t;::松の紋様取っ手ーケ所

径 26 
銅 高 26 縁に蔓草のすかし彫り 三足獅子頭状とって

径 27 
21 手 焔 木製 高 21 方形黒漆にかたぱみの金蒔総猫足四隅t;::真鎗の飾り金

炉は銅 横 42 臭秋元瓜脚台も黒漆に金の蒔絵

22 文箱 木製 高 13. 3 蓋は金梨地t;::山水、松、桜の高蒔絵
幅 32 身も四側面に蓋と同じ蒔絵

奥行 42 
23 硯箱 木製 高 5. 5 蓋はかぶせ蓋黒漆c南天と梅の蒔絵墨t;::梅の花びら

幅 22 身は 黒 漆 緑 に 銀
奥行 24 銅製の水さし、硯が入る

24 手拭掛 木製 t号 57. 5 黒漆t;::銅の飾り金具紋が18箇所入る

幅 52 台は格狭間状

25 盟 木製 高 19. 5 ニ足黒漆周囲t;::唐草紋様縁c金泥たが状の突帯があ

上幅 50. 6 る
下幅 48.8 
内法 14 

26 扇額 木製 高 50 黒5牽花弁状の縁取り 金箔残存全体がお盆状
幅 99 元禄拾五壬午歳四月吉辰安藤出雲守源信富書之

歓喜院の文字が金泥て亘書かれる 文書N<L20と関連か
27 水差 木製 局 22.5 黒漆t;::唐草の蒔絵縁c金泥蓋はおとし蓋

幅 22.6 注ぎ口きも蓋
28 刀 掛 木製 高 32 黒漆c唐 草 の 紋 様 台 は 格 狭 間 状

幅 45.5 
29 手拭掛 木製 『笥 55 黒漆t;::流水t;::鋼花の蒔絵脚部格狭間状よ縁、つなぎ目t;::

上 幅 65 銅製の飾り金臭

下 幅 54 
30 手熔 木製 高 23 黒漆t;::唐草紋様金泥四隅t;::飾り金具脚は猫状方形炉

幅 48 は銅製径32 高12 紋なし
31 扉風 高 180 六曲扉風金地t;::墨絵山水図山家に山寺縁L飾り金異

幅 52 花弁状と唐草紋様縁l志木に黒漆

32 燭台 銅製 高 105 対 受け皿の部分は鉄製

台径 35 

12-



力 ド番号 種 別(名称) 材 質 法 量 備 考
33 打敷 絹 縦 156 表は緑色で径30の立ち葵紋カマ下部に二つ並ぶ裏は菱紋為証文政

横 147 =89P歳了智院殿照缶珂琳清心大姉冥福竜~七月今九日本多氏
34 衣桁 木製 高 162. 5 黒漆c唐草紋様格狭間状の台つなぎ自に飾り金臭

横 173 
35 狭野探 幽 画 観 音 縦 118. 5 ー幅対秋:rr;家遺品探幽法印六十七歳筆

横 54 
36 欠番

37 石灯寵 安山岩 高 170 寛政六年七月 山王大権現御神削
38 秋元山寺中常念仏堂縁起 『笥 28.4 元禄十五龍集壬午歳四月吉祥日 秋瓦山第八尊大僧都賢者

法印法山考憲信富家臣 服部源蔵藤原勝平依君命行之握

管流れ軒菊川貞純彩本

39 天山画富士一保の松原図 紙本 高 133 素描
墨画 幅 32.5 

40 恵比寿大黒墨総 瓶本 高 103. 5 七十四翁一光斎 富山県全国美術博覧会一等入選画工とある

幅 35. 6 
41 芦屋釜 鉄 高 22 輸口爪之風呂釜口大サ四寸一歩胴七寸鍾事1 鑑定書 3

4墨 20.3 通あり(未ノ五月六日法僑浄久) (六月廿五日御釜屋大西

五郎在工門) (寛文十=年六月上旬御釜屋山城)

42 (長松怪右)画軸 高 178 明治時代作者の柳所(a;高崎佐野(;::句碑のある柳所であろう

幅 96. 6 か松の大木の下に石あり 松の画が見事である
43 洞栄画出山釈迦図 r笥 115. 5 萩原洞栄

i幅 50 
44 力田遺愛碑縮少拓 高 111 六政八年美未春二月c秋元山主方道贋順上木東都向陵真遷

幅 30 賀瑛之縮字とある この暗に光巌寺本堂再建という。
45 木村観順師画像 絹本 高 140 大正期

幅 48 
46 茶 器 箱入りのセνト銀木製陶器のもの葵、秋元瓜、鷹羽

の紋

47 陶 器 赤絵皿(松c桜)有田皿か

48 -尊来迎図 絹本 高 86. 5 鑑定書cよれば春日絵所信春筆鑑定書とあり鑑定師は山名

幅 41. 5 賃峨町春

49 麓鳳筆ニ幅対 絹本 高 119 明治十九年九月秋元志朝公遺物として観順代受ける ニ幅対
幅 40.7 中央桃を持つ人物と春‘秋の景

50 十一天 紙本 高 100 閤魔天など十一本あり 延享一乙査天十月 大正八年夏修繕
幅 41.5 

51 和鏡 径 24 上野国群馬郡総社町光巌寺四世売図法印敬白 野田肥剛守苦
政 貞享五年図辰歳五月吉田 丹図掛山王御目前

52 天台八祖大師画像 紙本 局 120. 5 箱書(;::八祖大師光巌寺什物とあり、伝教大師以下八名の函
幅 57. 5 像である焼けあとあり 江戸時代

53 図珠絵 高 32. 7 箱書(;::晃覚曽住持男日光山禅智院干時公寛大王命為~近因自
幅 48 画以賜之者也享保乙卯春三月上旬 准三后一品公寛親王御

真筆嘗寺第十哲男費寄附

54 山水画 紙本 『笥 115 掛軸香草堂中とある江戸時代

55 欠 番 幅 46 
56 版画宮士山神系御山絵図 紙本 高 75 JII(;::御師長管拝書とあり印は菅原周直富士山を中央(;::描き

幅 27 一部彩色江戸時代

57 秋冗済川院殿画像 絹本 高 39 箱書c御画像済川院様とある 済川院は秋冗喬朝である 正

幅 22. 5 徳四年八月十四日没

58 東照権現神号 紙本 高 115 南無東照大権現籍書きc東照宮御神号青蓮院宮御筆総社
幅 40 町光巌寺什物とあり、また嘗寺二世亮海求之とある

59 画 像 紙本 高 107 天海僧正と開山僧正であろうか和歌あり 藤原震賢作

幅 42 
60 蓮酷観音画像 紙本 籍書(;::蓮酷観音明人画明僧独湛讃秋:rr;山十三世売覚代表

異画讃に笑酉五月一日震日沙門独湛讃とある 江戸時代

61 愛染明王画像 紙本 高 106 箱書(;::潅頂道具之内愛染明王絵像光巌寺什物とある

幅 46 
62 慈覚大師画像 紙本 高 95 箱書(;::潅頂道具;2内慈覚大師経像光巌寺什物とある

幅 40 
63 天台大師画像 紙本 『笥 155. 5 享保四年巴亥初夏吉旦第八世玄雄寄附之光巌寺常什物

幅 57 
64 般若心経 紙本 晶 26 巻子普明院宮御筆江戸時代

幅 43 
65 欠 番

66 地蔵菩薩像 絹本 高 92 地蔵菩薩の線を無数の対字で描いている珍しいもの 表(;::東
幅 35 叡山開山贈慈眼大師御筆壬生寺地蔵尊御写即箱表に l

地蔵尊ー幅慈眼大師御筆下総国古河正定寺寄附光巌寺

十二世順海代とある銘文に在之通従鏡誉よ人寄附令承知之者

也奉納壬生寺地蔵大士尊影者南光坊天海大僧正御真筆也
此度為遠光院殿(空卜法名二十四名略) 清和源氏根岸政久養

子根岸数助政垣普寛政七卯天四月十六日施主下総古
河城下讃誠山宝地院正定寺十←世鏡誉上人在眼

67-1 秋元(興朝公)寄進軸 紙本 高 60 拓影秋元志朝遺物ー箱(ノ、軸)寄進のもの群馬巡礼第
幅 21. 5 十番札所矢落観音よ野国漆原村

67-2 宅~冗志朝寄進 紙本 貯の阿が金字で書かれ蓮台と同で固まれる 光巌寺順海 1 
6ワー 3 十二仏(拓影) 高 74 明治十七年新謂とある

幅 28 
67-4 霊空大和尚自讃 絹本 高 98.5 講経念悌期楽邦終日孜々夜熱宿間企心図性信用忘真箇人

幅 45 右中努陀利霊空大和尚自讃延享=丙寅秋有門智幽拝録

67 5 天台布教誠銘 紙 高 102 僧正要順書秋冗山什物寓延π年七月上旬

幅 42.7 
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力 ド番号 種 8tl (名称) キS 質 法 量 備 考
67-6 普賢菩薩像 絹本 高 109 象四頭(~乗る仏江戸時代

幅 50 
68 挽敬 紙本 高 28.2 並河五市郎の挽歌を並河永が編纂したもの 享保元丙甲八月

十四日編全員二十名の寄書

69 ニ幅対 絹本 高 1m ほど 図相慈童金鶏寛政酉辰年字和冗年辛年酉歳上毛光巌

幅 40岨余 寺順海

70 侍教大師真影 紙本 ，.， 102 天台座主孝永謹書東泉浅草寺頒布会昭和十一年三月十七日

印刷 幅 42 彩色されている
71 布袋画像 絹本 ，.， 102.5 箱書(~袋布絵武州河越侍従喬朝高公自画宝永六己主一月

幅 46.5 法山拝授君秋元山什物とある

72 -十五菩薩来迎図 紙本 高 144 箱書(~来迎阿弥陀悌一十五菩薩附秋元山常什物当所鍛
幅 58.6 冶町施主持木又兵衛とある 箱裏に晋天保四笑巴歳仲冬当

寺十=世方道広順代とある

?3 74 欠番

75 寿老人画像 紙本 高 146 狩野銅春義信画 山主動理院僧正尭範ヨリ顕順江贈到来秋

幅 74.8 元山光巌寺常什物光巌寺十一世顕純

76 不動尊像 絹本 高 90.5 智誼大師御筆光巌寺什物江戸時代立像彩色

帽 27.5 
77 書 軸 紙 高 68.7 慈眼大師御筆南光東然ニ所大権現山門村領ニ国信灯大僧

幅 26 正天海江戸鴎代

78 山主大権現像 絹本 高 88 日光山唯心院要順寄附江戸時代

幅 42. 5 
79 松(~岩の図 絹本 高 198 普冒麿寅画

帽 124 
80 世界興亡図 教材大E四年

81 十王画像 紙本 『壇画 130 嘉永七年甲寅年一月五日 粟島町沢田藤吉

幅 85 
82 侍教大師画像 70(~同じ
83 山水画 絹本 高 180 松見潤水天然調抱得琴来不用禅笑卯小春写呉門敬図強信

幅 97 彩色あり
84 十王画像 紙本 81と対で同型享保四巴亥一月五日寿貞妙中大姉紋学道

法居士 =界万霊六親書属七世父母為自幸也

85 千手観音画像 紙本 iI!O 28 千手観音従導順海拝授

幅 20 
86 侍教大師御児之御影之由 絹本 高 ?2 野州別大聖寺盛典所護持天明年中 従現住大聖寺披嘱之光

申伝 幅 29.5 巌寺順海
87 龍屠板不動尊 絹本 Iiー 105 龍尾板不動尊心院什物圃順代江戸時代

版画 幅 38 
88 上州群馬郡岩屋縁起 書軸 高 30 
89 準図観音画像 紙本 高 49.5 駕字像の下(~異国風の人物、家などあり 江戸時代

幅 32 
90 権僧正売海画像 紙本 高 87 箱書(~当院第一世権僧正亮海像光巌寺什物また当限二

幅 41. 5 世権僧正亮海像秋元但馬安朝家臣高山伝右衛門息兼渋川

真光寺、泰安寺とある 泰安寺は甲州谷村の菩提寺
日1 豊蔵坊筆 高 30.8 名ハ信海又孝雄又ハ玉層翁ト号シ宣蔵坊ト五 松花堂ノ晶弟

又狂歌名人ニテ寛永頃ノ人也 箱書に桜田尚伝簸とある
92 阿弥陀如来画像 絹本 高 75.6 箱書(~真向弥陀図像恵心僧都御自筆幅 また弥陀尊絵像

幅 35. 6 一幅 施主東国分塚田長左衛門とある
93 大乗妙典 高 26 法華八軸並製

94 大乗妙典 『奇 24 法華八軸上製本

95 安藤丹州侯墨跡詩歌 書軸 高 28.8 江戸時代

96 博教大師童子画像 絹本 高 ?2 伝教大師御児之御影之由申伝野州剛大聖寺盛典所護持天
幅 30 明年中従現住大聖寺披属定光巌寺順海

97 秋元泰朝法名 紙本 照真院道哲泰安居士霊位とあり泰朝の法名を書いた軸

従五位下秋元但馬守護原朝臣泰朝公天正八庚辰年於武蔵国深

谷郷降誕也 歳霜六十有三寛永十九壬午年武陽江戸而麓也
即奉葬甲陽郡内郷泰安寺薦也 奥東叡慈眼大師志異他敬白下

筆被書泰朝公之遣号実経年塵煤汚之故今家臣某表之以奉備於
廟前者也寛文八回申年五月二十三日 高山甚五兵衛朝繁敬白

山形侯秋元但馬守従四位藤原永朝公定御筆文化囚丁卯年八
98 永朝公園 日出松 絹本 高 43 月十八日所賜也干晋御歳七十歳了智院君定所口 了智院

幅 65 君御廟参之節御産物トシテ賜広順江命奉屋監順謹書

青不動箱書に潅頂道具之内不動尊像とある
99 不動明王画像 絹本 揮忌 129 天文九年庚子一月十八日 権大僧都法印擬講良然とある

82. 5 天文九庚子年二月十八日徳蔵寺十二世 権大僧都法印擬講良

然寄附上野園群馬郡総社徳蔵寺常什物本尊彩色井表具修
補

施主粟島市兵衛干時延享=年四月
100 本尊釈迦年尼悌図 絹本 高 139 文政一巳卯歳仲冬十一世広順代施財主日高村清光寺恵順

十六善神画像 幅 87.5 仏像表具師京=条柳馬場東工入南側岡本治右工門
101 侍教大師図 紙本 高 127.8 光岸寺常什物第八世玄雄寄附之写保四巴亥初夏吉旦

幅 56.6 
102 歴代田号歌 拓本 高 131 寛政四年六月 上州秋π山主順海上石

幅 46.7 
103 不動尊弘法大師御筆 拓本 高 45 (順海)代

幅 22.8 
104 仏印仏足図 拓本 高 133 寛政丁巴中秋上毛秋元山主順海

幅 29. 2 
105 摸刻力回遺愛碑拓本 紙本 高 114 文政六年実未春月東都向陵真遷賀瑛之縮宇秋元山主方

幅 27.7 道虞順上木
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光巌寺の建築

はじめに

天正時代の初め(1570年代〉惣社城主軟元長朝公

は、元惣社の徳蔵寺を菩提寺と定め疋。しかしそ

の後、 30年を経て菩提寺を惣社団へ移転し、新疋

に光巌寺を建立し疋。寛永3年(1626)5月、徳川

2代将軍蚕忠公より御朱団地30石を賜り、ま疋襲

安2年(1649)8月には3代将軍家光公より御朱印

I也16石を徳蔵寺分として賜り、合計46石を光巌寺

において、明治維新に至るまで支配してき疋とい

う由緒ある寺院である。なお、境内の東南に接し

て宝I苔山古墳があり、その墳頂に秋元家歴代の墓

を設けている。

宗派は、比叡山延暦寺末伝教大師の流れを汲む

天台宗であり、寺の正式名柿を「秋元山江月院光

巌寺」と昨相する。江月院は長朝公の法号から取

り、光層重寺の光巌は長朝公の田上の法号光巌院殿

から取ったものである。

正保年間(1644~1648)に火災にあい、開山以来

の詰堂芋及び什器類をことごとく焼失してしまつ

だ。その後立派に再建しだが、文化ア年(1810)年

雷火による出火の疋め、長屋門と土蔵を残してこ

とごとく灰窟!こ帰し疋という。

なお、翌年の文化8年2月に三度目の工事を起

こし、文政4年(1821)にはほぼ現存の建物ガ建ち

並んでいたようである。ここでは、境内に現奇す

る王要な建物を取り上げ、建造年代の古い)1聞に建

築史の側面から解説を行うものである。

1 .境内配置

当寺の境内は、南北に畏いほぼ長方形をしてい

る。この広い甑地の中に、多くの堂芋を配してい

る。

ホンドウ(文政4年建造〉を、境内の中央やや北

西寄りに、東を向けで建っている。ホンドウの北

に、オタマヤ(秒(元家の位牌堂で文化9年に建造〉

を、大白石の塀で囲んだ中に、東を向けて建って

いる。オヲマヤの正面東側に、タイシドウ(大師堂〉

と、ヤクシドウ(薬師堂〉を、南を向けて並べて建

っている。タイシドウは、宝I苔山古墳の東側にあ

っ疋戸ミダドウを大正5年に移築し疋もので、ある。

ヤクシドウは、蛇穴山古墳の山]買にあっ疋ものを、

大正時代に移築し疋という。

ホンドウ玄関の真東仁、口ウモンがある。この

門は、 「赤門」とも昨び、元日・節分・ 4月8日

・あ盆の4固に限って開いている。ロウモンの東

に、サンドウガ続いている。このサンドウ中程に、

以前ナ力モンガあつだ。

ホンドウの南に、妻入りのク1)(文化10年建造〉

を置いている。ク1)の正面東に、ナガヤモン(天明

5年建造)を配している。この門は口ウモンと違っ

て、日常の通行に使つ芝もので、ある。

ナガヤモンの南に、道に沿って、ドゾウ(土蔵〉

を置いている。ドゾウの南に、:ヤクイモン(薬医門〉

を配している。ヤクイモンは、市重要文化財にな

っており、シタモンとも日早んでいる。この門は、

戸ミダドウの境内に入る門として使用し疋もので、

昭和11年に現在地に楊築しだものである。

ヤクイモンの南西には、ショウロウ(鐘楼)を建

っている。このショウ口ウは、宝盛山の東南で、

ジチユウと呼ばれる所にあつだものを、昭和48年

に移築しだものである。

石造物を見ると、オタマヤの塀内で、入口より

正面向って、北に力団遺愛碑(県指定文化財〉、南に

東覚寺層I苔(市指定文化財)を置いている。オタマ

ヤの東で、タイシドウとの聞に、東京多寧墓地よ

り、昭和35年lこ移し疋秋元家石塔を、数墓の石造

物とともに安置している。

墓地を見ると、 2ゲ所ある。オケ所は、宝塔山

古墳にあって、山頂への道中程に、住職の歴代墓

n
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と北側に土聞をめぐらしている。そして通路に撞

しだ土聞は¥門扉の外側に格子窓を設け、門扉の

内側からは内開きの板戸によって直接出入りもで、

きるようになっており、門の外側の人物と直接応

対できるようになっているO このようなことから

害えると当長屋門の場合、常時番人ガ詰めて寺に

出入りする人物を監視していだようである。恐ら

く江戸時代は、上述のような監視体制をとり、門

番人をこの長屋門に層住させていだものと推察す

る。

葦にも当長塵門は¥建造時の棟札を残してい疋。

それに墨書されてい疋内容を掲げると次のようで

地を、南向きに安置している。山頂には¥秋元家

の歴代墓地ガあり、 12墓の石I苔ガ東を向いて立っ

ている。境内から離れて、南に檀家の墓地ガある。

樹木を見ると、苔堂宇の聞に庭を設けて¥樹木

を植えている。オタマヤの庭には、入日間近に黒

松を2本植えている。ホンドウとナ力ノマとの聞

に、ナ力二つを設けている。クリの南に¥オクノ

ナ力二ワを設け、沢山の樹木を植えている。オタ

マヤの北側に、力シを列状に植え、立派な力シゲ

ネを築いている。ホンドウとクリの西側には、杉

を列状に植えている。

東西弐間半南北拾壱間半

成実天明五年乙巳歳五月初七日 秋元山第十二

坦堅苦法印順海建之大工棟梁馬場在近藤原福充

馬場由之進藤原福万石工信州高遠領小原染右

衛門 木挽青梨邑田七・義八・源治郎・音八

の他門人大工として十八人の名を記載する」

ここで特に注邑すべきは¥規模についての記載

であり、現存する長屋門の規模と全く同 である。

このことから当長屋門は、天明5年(1785)に陵工

した遺構と見てよいものと考えている。なあ当遺

構は¥建造当初から外壁を土蔵造りにし、屋根を

瓦葺きにしていだだめ文化ア年¥落雷によって出

火し疋火災の際に、焼失を免れることができだも

のと推察する。

功

ある。

「新造長屋門

ホンドウの東を見ると、ラ力ンマキ・コウヤマ

キを植え¥クリの東にイトヒパを植えている。 3

本とも、市の保存樹に指定されている古木であ

る。この他イチョウやモミジガ目につき¥口ウモ

ンの北で、ヤクシドウの東には、竹林ガ広ガって

そ修〉

(イ) 長屋門の建築

当長屋門は間口(南北〉什間半、奥行き(東西)2

間半の規模である。建築の形式は、入り田屋造り

瓦葺き平入りとし¥建造当初から瓦葺きにしてい

疋ものと推察する。建造当初の平面(復元平百〉は¥

図 2のように中央部を通路とし、そのさE石に部

屋を設けていた。通路の北側は2室続きの畳敷き

の室とし、トコやオシイレまで備えている。

ま芝、通路の南側は12畳の室を設け、その西側

池田教諭

いだ。

(群馬県立高橋工業高枝建築科

2.建築解説

オ
シ
イ
レ

置の室

与力窓与刀窓

企
長屋門復元平面図
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〔図-2)
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(口)鐘楼

当鐘楼は、当初宝I苔山古墳の東南に存在し疋。

それを現在の所に移し疋のは昭和48年のことであ

り¥総ての部材を解体して移築しだものという。

なお、当鐘楼の究鐘は太平洋戦争の末期、昭和19

年に供出し存在しなかっ定。それを新しく鋳造し¥

移築陵士しだ当鐘楼に吊して¥昭和48年3月10日

落塵法要を営んだ、。

当鐘楼の規模は、まず轄腰の裾の長さで男ると

南北20.10尺¥東西17.00尺である。また、柱聞で

見ると南北↑2.50尺¥東西9目 45尺の規模であり、

階及び三階の平面は図 3に示し定通りである。

建築の細部様式を見ると¥基礎は自然石の切り

石を据え、一階の四隅の柱を通し桂とし、 階の

場合を八角柱に二階の柱を円柱にしている。柱上

の組み物は、軒まわりを平三斗組みとし、中備え

を塞股にしている。軒は 軒疎垂木とし¥童飾り

を証暴夫掃業にしている。二階の場合、円柱の芯

より床の先端まで3.40尺を張り出して、四万に高

。 6.0 12.0尺

ーー・・・皿・・・・自画面園園田・園田・・・圃

7階平面図

捕をめぐらしている。なお¥天井は格天井とし¥

当初の屋根は瓦盲きであっ定。しかし、昭和48年

の器築以後鋼板一文字葺きにしている。

当鐘楼も建造時の棟干しを残しており、その内容

は以下の通りである。

「出奉再建鐘楼壱宇高二丈三尺囚寸横九

尺竪弐閏如来董浬繋ま断於生死若育至l山聴

常得無上楽明和九歳宿壬辰十月 日備生白

竪者法印11開通願主安蓮者l山蓋善了 深誉賞l山

大工棟梁関口又右衛門昔日磯田市在衛門安裕

益田権之丞豊塵鉱師奈良庄治郎藤原口宗

仲人曽我金七郎祐里村田勘之丞旨喜安藤幸

七豊峯戸谷又右衛門道久」

現害する当鐘楼の縦及び横の規模を見ると、棟

札に記された規模と同 であること¥及び建築の

示す各種の特徴などから見て¥当鐘楼は棟札の通

り田和9年(1772)(こ建造しだ遺構と見て良いもの

と推察する。

(' 

8 

• • 

• 

図

且
t 

d 
2階平面図

〔図~3) 鐘楼復元平面図
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(/ ¥) 秋元家位牌堂(秋元家御廟所・写真 f 

-写真 2) 

当遺構は梁間2間半、桁行き3間半の規模であ

る。建築の形式は¥入り田屋造りの崖根前面の中

程に大形の干鳥破風を(寸け¥その先端に唐破風の

向拝を設け左もので、権現造りにおける拝殿の部

分を堂とし疋ものである。

当遺構の細部様式を見ると、基礎は自然石の切

り石とし¥外壁下(桁下〉に土台を入れている。

軸部の柱はすべて円柱を用い¥外壁と共に朱塗り

としている。柱上の組物は外部軒まわりを出組み

とし¥内部を平三斗組みにしている。中備えを見

ると外部軒まわりに童股を置き¥内部は正面のみ

重股とし、他は省略している。軒は二軒繁垂木と
つまかざ

し¥妻飾りを虹梁大瓶束にしている。縁は四万に

めぐらしているガ、高欄を設けていない。

内部は畳署長きの一室とし¥正Eに唐様の←続き

になっ疋長い須5爾壇を設け¥この上に秋元家歴代

の御位牌を安置している。そして、特に注目すべ

きことは¥室内の天井を 枚の鏡天井とし、そこ

に見事な竜の墨絵を描いていることである。この

竜は俗に「八万院みの竜」といい、室内のどこか

ら男ても見る人の方を¥院むように描かれている

のだ、という。この墨給には「狩野式吉田閏融川法眼

寛信書」の署名と¥彼の朱日を残している。

ところで当位牌堂16，建造時の棟札を残してお

り¥その内容は以下のようである。

表面

「奉再建御位牌堂梁間二半桁行三間半羽

州山形城主秋元氏従五位下守左衛門佐藤原朝臣久

朝文化九壬申歳E月九日秋元山光巌寺十三世

法印広順代惣奉行大沼角石衛門藤原忠量奉行

杷田平副菅原正恭小奉行天野田七藤原書親棟

梁渥美善四郎藤原正南棟梁上毛群馬郡新井村阿

佐見出羽藤原光包棟梁同惣柾町蟹谷儀七藤原直

括」

裏面

「新井善兵衛藤原政意謹書之」

この棟札に記され疋規模と¥現存する御位牌堂

の規模とが一致すること¥及び建築の示す苔橿の

特徴等から見て¥当位牌堂は文化9年(1812)に盟

工しだものと判断する。なお¥当遺構はその後の

塵根替え棟ヰしを残しており¥その内容を掲げると

次のようである。

表面

「奉一宇盲替檀皮大工藤原家次一天泰平国家

安全御武運長久日月清明御寺内繁昌信濃国佐久郡

小諸町柿司棟梁小山芋吉智員 同国松本町山田銀

之助時則」

裏面

「干時天保六乙未歳八月十五日 同国)J ¥詰町

小山井兵衛同佐藤米三郎同土屋轟代作」

この屋根替え棟札によって、建造当初における

当遺構の屋根は¥檀皮葺きであっ疋ことガ明らか

になっ疋。その後は瓦葺きになり、さらに昭和59

年に現在の銅版一文字葺きに改め疋ものである。

06.0 12.〔尺

.企圃

〔図-4) 秋元家位牌堂復元平面図

21-



(二) 鐘楼門(写真一3)

東西に走る参道を西に向かって進むと、朱塗り

の重層の門に突き当疋る。この円は本堂玄関の真

東に位置し、{首相「赤門」という。しかし、二階

にょがって見ると、中央部に太い梁を架けこれに、

かつて鐘を日し左大きな鈎を残している。従って、

当門の正式な呼称は「鐘楼門」と祢すべきもので

ある。

建築の形式は、入り田屋造りの前後に層破風を

{寸けだ重層の平入り円である。規模は間口(桁行〉

15.72尺、奥行き(梁間)7.75尺である。地元の人々

には、かつて聞かずの門といわれ、秋元公の墓参

の時以外は閉ざされてい定。しかし現在では、元

日・節分・ 4月8日の花祭り及びお盆の年4固に

限り、聞く習わしになっている。

建築の細部様式を見ると、基礎は自然石の切り

石を用い、中央の4本の柱下には礎盤を置く。す

べての柱を円柱とし、壁は柱聞に厚板を落とし込

む万式で、柱-壁共すべて朱塗りとしている。柱

上の組物を見ると、まず柱頭に台輔を置き、外部

軒まわりを出三斗組とし、内部を平三斗組にして

いる。

軒は二軒とし、垂木を繁垂木と疎垂木の中聞に

配置し、妻飾りを虹梁大瓶束としている。中央の

通揺部分のよ部は、縦横6校合言十36枚の小組格天

井とし、格闘に花鳥の彩色画を描いている。彫刻

を見ると、唐破風の下に豪華な高肉透かし彫り彫

刻を眠め、建物に華麗さを添えている。彫刻の具

体的なデザインは、参道側を牡用とし、境内側に

波と雲及び一対の鶴を彫り出し疋もので、それぞ

れ極彩色を施し、殿様の通る門としての風格を醸

し出している。

ま芝、表側・裏側とも二階中央聞に、美しい曲

線で縁取りし疋火頭窓を聞き、その左右の窓も上

部に火頭曲線を採用している。ま芝、明治の頃の

版画や昭和初期頃の写真等を見ると、一階部分に

黄葉宗(樟宗の 派〉の山門において象徴的に採用

されだ湾腰を{寸けていだ。樟腰は恐らく、風雨に

さらされる定めに属り易いので、後に除去してし

まっ疋のであろう。試みに外側の柱を見ると、梧

腰の(寸いだ位置に痕跡を残しており、現在では埋

め木をして体裁を整えている。

このようlこ、当遺構の採用している鱈腰・礎盤

.火頭窓・台輔・窟破風・大瓶束等のデザインは、

いずれも唐様建築を特徴付ける意匠である。従っ

て、当遺構は天台宗寺院の鐘楼円であるにもかか

わらず、なぜか唐様を強く表現し疋意匠になって

いるといえる。

ところで当鐘楼門は、建造年代を示す資料を全

<残していない。そこで、建築の示す各種の特徴

等から推察すれば、おk元家の位牌堂と同時期に腹

工し芝ものと見ておけば良いものと考えている。

o 6o 12Q尺

一一一一一一一回E 一一ーーー」

企
〔図 5) 鐘楼門復元平面図
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(ホ) 庫裡(写真-4)

当庫裡は間口(桁行き)17.0間、梁間(奥行き)7.0

聞の規模であり、当初屋根を重厚な草葺き入り田

屋造りにしていだ(写真 4)。しかし、昭和38年

に屋根を瓦葺きに改造し、現在に至っているもの

である。なお、当初から妻入りしているのは、大

変珍しいことである。

当遺構の復元平面を示すと、図 6のようであ

る。大規模なため複雑な間取りをしており、一番

奥(西側〉の北側を最も上等な続き座敷とし、武家

の好んだ、座敷飾りであるトコ・タナ・ショインを

備えている。ここは主に、執元公ガ御成りになっ

疋時lこ、使用し疋部屋で、あつだ。オナンドは住職

家族の寝室であり、その南の室をジユウショクノ

マ(住職の閏〉と相して、住職の執務室にしてい疋。

なお、当庫裡で、変わっているのは、表側中央部

ジュウショクノマ

(住職の間〉

に幅一間長さ三間半の細長い空間を張り出し、こ

こにだくさんのランプを置き、ランプ部屋立杭レ

ていだという。過去に二度も大きな火災にあって

いるので、失火の恐れある部分を主屋から特に突

き出して造つだものであろう。

当庫裡は、建造時の棟札を残しており、その内

容は次ぎのようである。

「日再建庫裡一宇梁間七閏桁行十七閏橿

中奉加干時文化十美酉歳十一月吉辰当寺十三世

方等広順代棟梁馬場祐之進孫兵衛勇吉」

この棟札の示す梁聞及び桁行きの規模と、現存

する庫裡の規模とが致すること、及び建築の示

す各種の特徴等から見て、当庫裡は文化十年(1813)

に陵工し疋ものと見てよいものと害えている。

ジキドウ

(食堂〉

ヌレ工ン

o 6 12尺
』圃ニ~

〔図-6) 庫 裡復元平面図
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(へ) 本堂(写真一5、写真 6)

当本霊は梁間九間、桁行き十二聞の規模であり、

正面を東向きにしている。建築の形式は寄せ棟造

り平入りとし、屋根を草葺きにしていだ(写真 5)。

しかし¥昭和28年に小屋組みを大改造し、現在の

ような入り田屋造り亙置きに改め疋ものという(写

真 6)。平面は図 アのようであり、ゲン力ンを

中山より北側にずらしている。このように、本堂

の室関を中山よりずらしているのは、他に見るこ

とのできない珍しい例である。その大きな理由を

害えると、当寺ガ殿様(秋元公〕の菩提寺であり、

しかも殿様の墓参時に休息所に当て疋オオラ、ヨイ

ン(大書院〉を重視して、本堂の中に設けたことに

よるものであろうことを¥平面に見る各室の配置

から推察することガできる。

当本堂の示す建築の細部様式を見ると¥墓礎は

現在コンクリ トにしている。しかし当初は、自

o 6.0 12.0尺
t一一 a 

然石の切り石基礎であっ疋ものと推察する。軸部

は角柱とし¥柱上に組み物を用いていない。屋根

は入り田崖造り瓦置きとし、妻部の破風を大きく

開き¥ここに三重虹梁束立ての妻飾りを用いてい

る。しかし、これは当初からのものでなく、昭和

28年に改造しだものである。

なお当本堂は、図 8に示すような建造時の棟

札を残していだ。この棟札の裏側には雷除けとし

て「雷除御名号」の御札を貼っている。そして、

この棟札に記載してある梁聞及び桁行きの規模と¥

現存本堂の規模とガ一致すること及び¥建築に見

る苔橿の特徴等から推察して、当本堂は棟札の示

す通り¥文政3年(↑820)12月lこ上棟しだものと見

て良いであろう。一般に棟札は¥上棟時に上げる

ものであるだめ¥殴工し疋年は文政4年(182りと

見ておけば妥当であろう。

位牌棚

ー・4・圃---

A 
〔図ーア〕本堂 復 元 平 面 図
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( ト)薬医門

当薬医門は間口10.0尺、奥行き6.95尺の規模で

あり、その平面を示すと図ー←9のようである。当

初は、宝I苔山古墳のすぐ東に存在し定会仏堂(阿部

肥堂〉の境内に入る円としていた。それを解体し、

昭和11年に現在の場所に移築し疋ものであると伝

ている。なお、会{ム堂の門にしてい疋時は、屋根

を板葺きにしていた。しかし、現在の所に移築し

てからは、鉄板一文字置きにしている。

当薬医門の構成部材を見ると、百材と後補材と

。

を混用しており、小屋組みを両側柱上と中央部の
おうっぱり

三個所に配し疋男梁ょに置いている。そして、左

右の男梁上に載っている板蓋股は、風上の程度等

から後補のものと推察する。この板塞股を見ると、
みつどもえ おもだかけんかた

両面にそれぞれ三巴・五三の桐・立ち沢潟・剣片

喰の紋所を浮き彫りしている。なお、左石の本柱

の脚部聞には、かつて蹴放しを入れてい疋ほぞ穴

を残している。蹴放しがあると、自動車の往来に

は不便になるので、取り除いてしまっ疋ものであ

ろう。

6.0 12.0尺

A 
〔図-9) 薬医門復元平面図

(チ)大師堂

当大師堂は間口(桁行き〉三問、奥行き(梁間〉二

間半の裏側中央部に、幅一間半奥行き一間半の突

き出し部を設け、ここに須調壇を安置するもので

ある(図 10)。なお、正面には幅一聞の向拝をつ

けており、屋根を寄せ棟造り瓦葺きにしている。

しかし、建物を詳細に調べてみると、当初は裏側

の突き出し部がなく、しかもを移築し疋ものであ

ることも判明しだ。そして、田中耕順住職ガ保存

している日会仏堂(阿弥陀堂とも言つだ〉の写真を

見せていただくと、規模・デザインとも日会{ム堂

に全く類似していることから、日会仏堂を移築し

て大師堂に転用し疋ものと推察する。

移築し疋時期については、明治34年に描かれだ

と思われる境内鳥臨図の版画に描いていないこと

から、まず明治34年の時には現在地に存在しなか

っ疋ことが明らかである。そして、移築強工時に

新しく造って掲げたと思われる「奉納 元三大師

大正六年一月吉田」の額を残していることから、

大正五年頃に器築し疋ものであろうと推察する。

なお、当遺構の当初の建造年代は幕未頃と推察

でき、移築前は草葺き屋根であっ疋。

n
h
u
 

q
L
 



| 須弥壇 | 

内障

圃
企

画

〔図-10) 大師堂復元平酉図

(リ)薬師堂

当薬師堂は間口(桁行き〉 間半、奥行き(梁間〉

間半の規模であり¥屋根を方形造り瓦盲きとし、

正面に幅一聞の向拝を白けたものである。内部Ict，

正直に造り(寸けの須調壇を置き¥その配画を3畳

の畳敷きの空間にし疋ものである。

当遺構も、前述の明治34年の版画に描いていな

いことから、その頃には現在の所に存在しなかっ

たものである。しかし¥建物そのものは幕末頃の

ものと推察できることから、大師堂と同様に大正

時代の初め頃¥日会iム堂の存在し疋宝塔山古蹟の

東側にあっ疋小堂宇を移築し疋ものであろうと推

察している。

(国立豊田工業高等専門学枝教擾桑原 穏〉

o 3.0 6.0尺
』圃圃・~二二二ゴ

• • • 
〔図 11) 薬師堂復元平面図
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写真1 ...秋元家御廟所

写真3 企鐘楼門

写真5 企元の本堂

写真2 ...御廟所天井画八万にらみの龍

写真4 企元の庫裡

写真6 ...現在の本堂
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II新指定文化財紹介

称大福寺の宝塔

分前橋市指定重要文化財

号重第57号

-所在地前橋市鳥羽町717

・所育者大福寺

・指定年月日平成2年4月10日

〈概要〉

これは安山岩でできだ壷型塔島の宝塔で、本目輔

部は55U物である。基礎の一面に行書体で銘文ガ彫

られ、生前供養である逆修のだめに建てだことが

わかる。応ま二十五年 (1418)の紀年銘がある。

塔島のくびれ部ガ畏いことと、屋蓋の軒切り口の

幅ガほぼ同じ点にこの時代の特徴ガ示されている。

右
士
山
者
一
結
諸
衆

保存もよく、年号があることと、造立の主旨ガ

わかる点ガ貴重である。ほぼ完形で、整つだ形をし

ており、この時期の宝培の変化として塔身ガ短<

太くなる様子ガ現われており、紀年銘とともに石

参
調
或
先
忌
口
減

或
各
々
逆
修
者
也

酬
願
七
分
全
徳
出
離

衆
生
法
界
平
等
叡
白

四
百
五
年
肌
一
一
月
十
五
日

〔銘文〕

大福寺

名

-区

.0己

造物研究の基準となるものである。

〔法量〕

総高146.0

墓礎高47.0 幅58.0

I苔身部高45.0上部径47.0下部径37.0<びれ部高10

深さ8.0 径37.0 最大幅は下から30の所で

屋蓋高35.0 軒幅70.0

。
65.0 
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名 称小島田の阿弥陀如来坐像

・区 分前橋市指定重要文化悶

・記号番号重第58号

・所在地面橋市小島田町504

・所育者

・指定年月日平成2年4月10日

〈概要〉

これは安山岩でできた阿部肥如来の坐像である。

用型光曹ともに 石。像は通肩の厚肉彫りで、頭

部は猶首状をしている。膝張りは小さく、衣の前

ガ下ガっている。箱型の蓮座には蓮弁ガ線で刻ま

れている。地元では薬師と呼んでいるが像様と印

からは阿弥胞であると判断しだ。

光背には次のような銘文ガ刻まれている。

〔銘文〕 十
月
廿
一

大 叡
白

念
仏
関

延
徳
五
年
一
昨一目

この光背の銘文から、生前供養である逆修のだ

めに建てられだことが分かる。

また、光背背面の紀年銘に延徳五年 (1493)と

あるが、延徳は四年ア月19日に明応と改元されて

いる。

保存も良く、年号があることから、室町時代初

期の石仏研究の墓準になるものである。

この時期を境に¥石質ガ凝灰岩から安山岩に歪

わり、首ガ伸びてくるといつだ菱化がある。

同時期の市重文、元景寺の石造地蔵菩薩坐像と

比べて、 70年ほど下ガつだもので、衣紋ガ在右対

称になり、蓮弁ガ線刻になり象徴的になっている。

なお、この石(ムガ立っているのは、上毛古墳総

覧記載の木瀬村第ア号墳である。この古墳は径二

十尺(約6m)高さ六尺(約1.8m)の小円墳で鏡

の出土ガ記録されている。墳]頁部へは北から石段

ガ付けられている。

〔法量〕

総高 62.5 幅 37.5 

像高 37.5 幅27.0

nu 
っ、u



文化財保護課事業

1 .保護管理運営事業

本市に存在する豊かな文化財を保護し、活用す

るだめに、平成元年度においては、次のような事

業を実施い疋しまし疋。

(1 ) 国育文化財管理

国指定史跡の(総社〉二子山古墳と(天!11)二

子山古墳は、それぞれ地元の山田勝こさんと御供

徳雄さんを国育文化財監視人にお願いし日常雷理

を実施しましだ。

ま疋、除草作業や清掃作業等については、総社

史跡愛沼会と市連合青年団の万々の協力を得て実

施い疋しましだ。

(2) 国・県・市指定文化財管理

市内には、国指定の文化悶ガ21件、県指定のも

のが37件、市指定のものが821牛あり合言十で140件

の指定文化財があります。

各文化財には、標語と説明板を設置しており、

これらの史跡を訪ねる人々の利便を図っておりま

す。

尚、区分については下記の通りです。

①指定区分別文化財

②時代区分別文化財

ぷ「旦空リ 国指定 県指定 市指定
合計

件数割合関

〔天 然〉 サ 。 。 オ 0.7 

原 始 オ 。 。 T 0.7 

古 代 14 2 15 31 22.1 

中 世 3 19 25 47 33.6 

近 世 2 13 37 52 37.2 

近 代 。 3 5 8 5.7 
4E2コ忌 罰 21 37 82 140 100.0 

(平成2年4月10日)
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回)史跡の除草・清掃事業

市内各地区に存在する史跡において、市ガ直接

管理すべきものについて、地元自治会やシJレJ¥一

人材センター、業者に除草・清掃作業を委託し史

跡ガ美しく保疋れるように作業を実施しまし疋。

実施箇所等は、下記の表の通りです。

番号 物件名 区分 所 在 地 面積

す 亀塚山古賀 市指定史跡 山王町一丁目 2.484m' 

2 金冠塚古墳 市指定史跡 山王町丁目 1.552m' 

3 今井神社古墳 市指定史郎 今井町 3.0∞fT1' 

4 車橋門跡 市指定史跡 大手町二丁目 400fT1' 

5 酒井氏歴代墓地 市指定史跡 紅雲町二丁目 3.800 m' 

6 天神山古蹟 県指定史跡 広瀬町二丁目 730m' 

ア 八幡山古墳 国指定史跡 朝倉町四丁目 11.200m' 

8 前二子古賀 国指定史跡 西大室町 7.700附

9 中二子古墳 国指定史跡 東大室町 9.400附

10 後二子古墳 国指定史跡 西大室町 3，700m' 

11 蛇穴山古墳 国指定史跡 総社町総社 1.793fT1' 

12 宝港山古漬 国指定史跡 総社町総社 2.916fT1' 

13 女 堀 国指定史跡 東大軍司・飯土井町 13.900rげ



同) 文化財パトロール

市内を5地区に分け、各地区にT名の文化財保

護指導員を委嘱し、指定文化財を中山に文化財パ

トロールを実施しました。

文化財j'¥トロ ルの結果は、 月にオ ~2回程度

文化財保護課に報告してい疋だき、管理していく

上での情報を伝えてい疋だきましだ。その疋め、

緊急事態に対処しだりすることができましだ。

各地区の文化財保護指導員は、下記の表の通り

です。

地区 氏名 住所 電話

中 宍 福崎守次

総社・元総社 新木一郎治 t 

広瀬・山王 関根辰雄

芳 賀 佐藤忠重

減 南 森村伊勢雄

〔平成2年4月オ日現在)

(5) 前橋市査糸記意館の整備及び管理

この建物は明治45年国立原蚕種製造所として建

てられだもので、本市に残る明治時代の貴重怠建

物であり、昭和56年県指定重要文化財に指定され

ましだ。

翌日年蚕糸記念館として一般公開され、ここに

は養蚕、製糸等関係の白々ガ展示されており、百

年多くの入館者でにき、わっています。
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2.整備事業

(1 ) 総社歴史敵歩道整備事業

昭和62年度より開始されだ「総社歴史観歩道整

備」も3年ガ過ぎようとしています。この3か年

では¥主な事業内容は既存の道路や地元自治会長

さん、設置箇所の地主さんという多くの方々のご

協力により「案内表示板」の設置ということで事

業を実施してきましだ。

平成元年度は、案内表示設置の最終年度という

ことで、前橋駅から敷島公園(ばら園〉までの範

囲において、文化財ガ見学できるようなコースを

設定し案内表示板を設置しまし疋。内訳は、道標

ア墓、路面プレート16基で合計23基です。昭和62

年度から合計すると総計85墓になります。

この作業の終了により JR群馬総社駅・新前橋

駅・前橋駅という市の重要な~通の起点からの文

化財の見学ガ可能となりまし定。つまり、市街地

と総社地区ガ結ばれ、総社地区から市街地へ¥ま

だ市街地から総社地区へという文化財を見学しな

がら歩くことガ、できるようになりましだ。

ま芝、これと同時に総社地区の町並調査も実施

されまし定。担当は観光重源保護財団(愛柿ナシ

ョナルトラスト〉です。この調査目的は、現在の

総社・元総社地区に存在する文化財をいかにすれ

ば活用できるのかということであります。

'jJ(に¥平成2年度の整備の主な内密ですガ、よ

りこの地区の文化財を理解し、見学していだ芝、<

定めのハンド・ブックの作成、駐輪場の設置、酒

井家歴代墓地の整備等ガ計画されております。ま

だ、先述の観光資源保護財団の調査報告書ガ提出

されるとともに、調査報告会ガ現地において、 11

月18日(日〉開催される予定になっております。

この調査報告書等を元にし、地元の方々のご協

力を得ながら、総社地区に奇在する地域生・歴史

環境等を失わないように¥ま芝訪れ疋人々が地区

の歴史環境や地域の特色等を体感できるような整

備を実施していきだいと菩えております。

このような整備の実施により、平成2年度完成

しだグリ ンドーム前橋や日本庭園等の大きな市

のコンペンション施設に極めて接近しているだめ

前橋の歴史と文化を知ってもらう疋めの貴重なヒ

ンターランド(後背地〉としての機能を担う地区

となりうるのです。

事業実施計画経過表

~ 62年度 出年度 平成元年度 平成2年度

案内表示 30基 32墓 23基

説明板 説明板図版原稿作成

叡歩マップ 敵歩マップ

ハンドブック ハンドブック

言十 30塞 32墓 23墓
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(2) 標識・説明板の設置

平成元年度においては¥次のように指定文化財

史跡を中山とした標識・説明板の設置を実施しま

しだ。

*標識・・・・・・・・・7墓

①石造地蔵菩薩坐像・・・市指定重要文化財

昭和63年8月3日指定

②円満寺薬師如来坐像体…

市指定重要文化財

昭和60年3月27日指定

③経塚古墳・・・市指定史跡

昭和48年9月24目指定

④産泰神社太々神楽・・・市指定重要無形文化財

昭和48年9月24日指定

⑤総社神社太々神楽・・・市指定重要無形文化財

昭和48ij"9月24日指定

⑤東福寺鰐口・・・市指定重要文化財

昭和48年9月24日指定

⑦極楽寺五輪塔...無指定

*説明板・ー 2墓

①前橋天神山古墳...県指定史跡

昭和45年12月22日指定

②栗沢の獅子舞...市指定重要無形文化財

昭和49ij"S月26日指定

③稲荷藤節..市指定重要無形文化財

昭和49年8月26日指定

(但し¥②と③は一括で設置〉

*塗り替え等の補修

(標識〉

⑦産泰神社八稜鏡・・・市指定重要文化財

昭和49年8月26目指定

②泉沢の獅子舞・・・市指定重要無形文化財

昭和49年8月26日指定

③稲荷藤節・・・市指定重要無形文化財

昭和49年8月26日指定
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(3) 八幡山古墳修復工事

前橋市朝舎町にある八幡山古墳は¥数年前より

i貫E部の破損ガ目立ち、放置して置くと風雨や人

害によりますます破損する恐れがありまし疋。 2

年計画で墳E保護及び古i貫の現状保存に務めるだ

め平成元年度においては、破損の最も灘しい部分

について盛り土・植栽 (1)ユウノヒゲ〉を実施し

ましだ。

同) 文化財補修管理工事

八幡山古墳修復工事に伴い、今後古墳を訪れる

方々及び地域の人達に古蹟を大切にし、守って行

っていだだくように古墳の入口等3か所lこ注意看

板を設置しまし疋。

(5) 史跡境界杭設置委託工事

昭和62年度における会計横査時等において、国

育I也である古墳の史跡指定範囲内の明確化等の指

摘を受けています。そのだめ、史跡地の境を明確

にするだめに境界杭を設置しまし疋。

平成元年度においては、八幡山古墳(史跡指定

範囲杭設置〉と後二子古墳(史跡境界杭設置〉に

おいて実施しましだ。
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聞大室公園史跡整備委員会

大室古墳群周辺

大室公園建設予定地内には¥国指定史跡である

前・中・後二子百i責ガ寄在しています。このよう

な国指定史跡を整備しようとする場合、史跡の価

値及び位置白けを明確に定め、その整備の基本方

針、整備後の管理計画等を定め芝「史跡整備の基

本構想」を作成し、国(文化庁〉の承認を得なけ

ればなりません。その後、基本構想を生かし芝公

園整備・史跡の整備の基本計画、設計、実施計画

を立て、整備に取りかかるものであります。

平成元年度においては、平成2年2月16日に大

室公園史跡整備委員会ガ国・県・市の関係者や学

識経験者により組織されましだ。平成2年度は、

「史跡整備の基本構想」策定に向けて委員会ガ開催

される計画です。
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*目的

①史跡(前 ・中・後二子古墳〉の歴史的価値、

整備の基本方針、整備後の管理と活用方法を

横討し¥整備の計画を定める。

②大室公園整備については、公園緑地部にあい

ても、史跡を生かしだ整備を実施するに当疋

り¥史跡整備の基本構想の策定後、史跡整備

の基本構想を生かし芝公園整備の基本構想・

基本設計を作成し、史跡と公園施設の調和の

取れだ整備をじていく上に、史跡整備の基本

構想の策定を助要としている。



史跡整備委員会名簿(平成2年度)

氏名 職 名 勤 務 先 勤 務 地 電話番号

指導 加藤允彦 文文化化庁財調文化査財官保護部記急物課 文化庁 東京都千代田区震ヶ関3-2-2 ?内3)線町 4211 
)2880 

顧問 岡本信正 前橋市教育委員会教育長 目U橋市教育委員会 目U幡市大手町2-12-1 0272(24)1111 (代表〕

委員長 近藤義雄 間橋市文化財調査委員 群馬町金百2123-2 0273(73)1366 

副委員長 白石太郎 国立歴史民俗博物館教授(古墳〕 国立歴史民俗博物館 千葉県佐倉市域内町117 0434(86)0123 

委員 進士五十八 東京農業大学教授(造園学〉 東京農業大学 東京都世田谷区桜.EI1-1イ 03(420)2131 

中沢右吾 前橋市文化財調査委員 剛橋市東大室町672-1 0272(68)2544 

伊東 功 群馬県都市施設課長 群馬県土木部 剛橋市大手町1-1-1 0272(23)1111(代表〉

梅沢重昭 群馬県教育委員会文化財保護課長 群馬県教育委員会 剛橋市大手町1-1-1 0272(23)1111(代表〉

関口和雄 間橋市総務部長 目日橋市総務部 目日橋市大手町2-12-1 0272(24)1111(代表)

大島昭 前橋市公園緑地部長 目U橋市公園緑地部 日リ橋市大手町2-12-1 0272(24)1111 (代表〕

遠藤次也 剛橋市教育委員会管理部長 剛橋市教育委員会 剛橋市大手町2-12-1 0272(24)1111 (代表〉

竹 茂夫 間橋市教育委員会指導部長 目日橋市教育委員会 目り橋市大手町2-12-1 0272(24)竹 11(代表〉

幹事長 松島栄治 剛橋市文化財調査委員 日リ橋第 高等学校 剛橋市文京町2-20-3 0272(21 )3073 

副幹事長 井上唯雄 勢多郡東村11泉小学桜長 勢多郡東村E果小学絞 勢多郡東村大字小中798 0277(97)2541 

幹 事 丸山知良 前橋市文化財調査委員 東京都渋谷区富ケ谷2-11-17 03(466)8273 

阿久津宗 県立歴史槽物館副館長 県立歴史博物館 晶崎市岩鼻町239 0273(46)5522(代表〕

桑原 稔 国立豊田工業品等専門学校教授(建築学〉 国立豊田工業品等専門学校 愛知県豊田市栄生町2-1 0565(32)3463(代表〕

中沢正之 群馬県都市施設課公園緑地係長 群馬県土木部 剛橋市大手町1-1-1 0272(23)1111 (代表〕

秋池 武 群馬県教育委員会文化財保護課第二係長 群馬県教育委員会 目U橋市大手町1-1-1 0272(23)1111 (代表)

西田健彦 群馬県教育委員会文化財保護課主任 群馬県教育委員会 目リ橋市大手町1-1-1 0272(23)1111 (代表〉

桜場寿 群馬県立桐生女子高等学校教諭 群馬県立桐生女子高等学校 桐生市梅田町1-185-1 0277(32)2182 

立JII 宏二 剛橋市総務部財政課長 則橋市総務部 剛橋市大手町2-12-1 0272(24)1111 (代表〕

都丸荘太郎 前橋市都市計画部街路課長 剛橋市都市計画部 剛橋市大手町2-12-1 0272(24)什刊(代表〕

平田次男 剛橋市公園緑地部公園緑地課長 則橋市公園緑地部 剛橋市大手町2-12-1 .0272(24)1111 (代表〉

吉沢節生 剛橋市公園緑地部公園管理課長 剛橋市公園緑地部 剛橋市大手町2-12-1 0272(24)1111 (代表〉

渡辺勝利 前橋市教育委員会総務課長 剛橋市教育委員会 間橋市大手町2-12-1 0272(24)1111(代表〕

福田紀雄 剛橋市教育委員会文化財保護課長 剛橋市教育委員会 目U橋市上泉町664-4 0272(31 )9531 (代表〉
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公園の実施設計

ゾ二ングプランにより各施設の

区域造成をする区域について埋蔵

文化財本調査を実施する。

整備委員会で審議

公園の基本設計

整備委員会で審議

公園と史跡との調和

しだ大室公園整備計

画構想について
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3.普及事業

け) ~関東の華・前橋城』 復元函作成

前橋には、かつて関東の四名矧のーっといわれ

左前橋域(古くは厩橋域〉ガありましだ。しかし、

現在その面影をとどめる城跡ガ少ししか残ってい

ない疋め、域の範囲などはっきりしませんでしだ。

そこで本年度、前橋蛾の範囲とそれに続<城下町

の様子を、現況図に落とし左前橋域前橋町復元図

『関東の華・前橋城』を作成しましだ。 A1判の

大きさで、同酉力ラ一日刷、 2000部作成し、市民

の啓発を図る疋め¥希望者に無償配布しまし定。

再築前橋域復元凶 哩薗薗際主 直車車宍

~" 霊麹 l!l!l::I 
、 :色調凶 nn

「関東の華・前橋減』復元図

(2) 第15目前橋市文化財展

0日時平成元年8月3 日(木)~8月27日旧)

0会場前橋市立図書館 2階展示室

oテマ 『関東の華・前橋城』

元年度の文化財震は、現存する前橋減給図20点

余りを年代順に展示し、城の蛮遷を紹介しまし定。

期間中多くの見学者ガ訪れ、拐評でし疋。

前橋減絵図
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(3) 教村開発事業

昨年度からの継続事業であるスライド教材 『関

東の華・前橋城』を完成しましだ。本年度作成し

だスライドは15点でしだが、昨年度作成済の25点

と合わせて、スライド解説書を添げして市内小中

学校、公民館等へ配布しまし疋。今後学校教育・

社会教育の場で、島近な地域教材として大いに活

用されることを期待します。

同) 第17目前橋市郷土芸能大会

。日時平成元年11月什日目午後2時~4時

o会場前橋市民文化会館小ホール

本年度も、市内に伝わる郷土芸能を保護・育成

し¥広<市民に公開することにより市民文化の向

上を図ることを目的に前橋市郷土芸能大会ガ開か

れまし疋。本年度は、事前の広報・宣伝活動を活

発に行つ疋疋めか¥例年にも増して多勢の市民ガ

つめかけましだ。出演しだ五団体は、どの団体も

この日のだめにと練習を重ね、すばらしい演技・

演奏を披露し観衆を魅了しましだ。

。出演団体

-大峯神社太々神楽保存会 (嶺 町〉

-赤烏神社祭太鼓 芳楽会 〈古市町〉

-東善の獅子舞 保存会 (東善町〉

-箱田のかつぎ地蔵 保干写会 (東栢田・後家町)

-いなば察臨子 保存会 (元総社町〉

い16ば祭聡子



(5) r前橋の文化財」増刷

昨年度刊行し疋市内の指定文化財紹介本「前橋

の文化財」ガ好評のうちに完売しだので¥本年度

新疋に1000部増刷しまし定。平成元年ア円5日よ

り頒布を始めましだガ、購入希望者ガ多く¥本年

度分750部は完売し、文化財保護思想の高揚が図

れまし定。

「前橋の文化財」販売風景

(6)第8回文化財普及講座

本年度の文化財普及講座は、「近世の前橋」とい

うテ マで、関東の華・前橋域をメインに江戸時

代の前橋の姿を平易に解説してい芝だ、きましだ。

会場は、昨年と同様前橋市中央公民館第3学習室

でしだガ¥各固とも平均して60名もの受講生があ

り、講師の先生のわかりやすい話に熱山に耳を傾

けていました。ま芝、本年度は講座の中に第17口

前橋市郷土芸能大会を取り入れ、併せて見学して

い疋だ、きまし定。開催しだ講座名と講師の先生等

は、次のとおりです。

講座名と講師

固 日 時 講座名 講 師

近世の石造物
阿久津宗二氏

T 11月4日出
(群馬県立歴史博物館副館長)

第17回円リ橋市 〔月リ橋市民文化会館・
2 11月11日出

郷土芸能大会 小ホル〕

関東の華・前橋域
佐藤寅雄氏

3111月18日出
〔前・前橋市立図書館長〕

翫橋町の形成
丸山知良氏

4111月25日出
(前橋市文化財調査委員〕

利根のかけ橋
加藤鶴男氏

5 112月2日出
(前橋市中央公民館長〕

講座名「前橋町の形成」

(ア)文化財愛護作田コンクール

次代を担う児童・生徒に文化財愛護の精神を培

おうと、夏休みを利用して文化財愛護に関するポ

スターと標語を募集しましだ。市内の小・中学校

27枝から144点もの優秀な作田ガあつまりましだ0

10月6日に行われ左前橋市文化財調査委員等によ

る厳正な審査の結果、 30名ガ入賞しましだ。主な

受賞者は、次のとおりです。

。市長賞桂萱中 1:e!=井岡俊明 10市長賞広瀬中 2年金井久美

。教育長賞敷居小 4年今井景子 10教育長賞桂萱小 6年鈴木秀明

第六甲 3年田中敏恵 | 第一中 2年早川|高弘

。優秀賞清里 小 5年1山場淳彦 10優秀賞中央 小 6年佐藤貴子

桂萱中 2年瀬下陽予 | 大利根小 6年只不純子

平成元年11月ア日第4回文化財愛護作晶コンクール表彰式

(8)文化財めぐりパンフレット増刷

本年度も市内を5コースに分けだ文化財めぐり

のパンフレツトを増刷しましだ。増刷部数は各コ
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ース2千部、言十T万部でしだ。

o日沼田街道沿いの文化財めぐり

0芳賀・桂萱の文化財めぐり

0朝倉・広瀬の文化財めぐり

o元総社・総社の文化財めぐり

o城南地区の文化財めぐり

(9) 史跡 ・文化財めぐり

本年度も30団体1.500人もの史跡・文化財めぐり

-前橋市蚕糸記会館・東照宮・臨江闇本館別館

.日戸メリ力ンボード宣教師館・孝顕寺

・慈照院・無量寿寺・二宮赤域神社・日輔寺

.善勝寺・上泉郷富・上野総社神社・光巌寺

.大徳寺

(12) 文化財資料の貸し出し

文化財資料の貸し出しは、 7年間で20件、総点

数227点に及びましだ。その中で特筆されるのは

の依頼ガありましだ。本年度の特色としては、生 次にあげるものです。

涯学習事業ガ各地域に浸透しだだめ、年配の方の ・「放光寺」軒丸瓦等 3点

申し込みガ多く、日頃気にとめない市内の史跡・

文化財を見学してい左だ、きましだ。

(↑0) 各種講座への講師派遣

前橋市教育委員会社会教育課生涯学習担当で主

催する「学ひ、のっと、G¥_Jなどの文化財講座に講師

として依頼され言十20回出向き、地域の文化財を紹

介するなど普及活動に努めまし定。

仰)文化財防火デ一

「貴重な文化財を火災ガら守ろう」とT月26日

に前橋市消防本部と協力して火災防御訓練や防火

査察を実施しまし疋。本年度で第36回目を迎えだ

文化財防火デ は、昭和24年T月26日に奈良法隆

寺の壁画ガ焼失しだ日を契機に毎年実施されてい

ます。本年度は、次の指定文化財所在地で訓練や

査察を行いましだ。

0火災防御訓練

・二宮赤城神社(前橋市二之宮町886)

o防火査察

二宮赤減神社の火災防御訓練

(奈良国立博物館へ〉

-頭無遺跡出土日石器・奈良三彩小童 21点

(群馬県立歴史博物館へ〉

-前二子古墳出土一括土器 13点

(栃木県立しもつけ風土記のE資料館へ〉

間文化財保寄団体問成

市内で文化財保護・保存の定めに活動している

次の文化財保存団体に本年度も補助金の助成を行

いまし疋。

0総社地区史跡愛T写会

0荒砥史談会

0前橋市郷土芸能連絡協議会

0片貝神社太々神楽保存会

平成2年 T月9日初市に参加した片貝神社太々神楽

(14) その他

。「広報まえばし」への執筆

0前橋市蚕糸記会館の展示

0前橋市中央公民館文化財展示室の展示

。前橋市庁吉一階ロビーの展示

。文化財に関する問い合わせ・相談への対応

0体験発掘
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4.調査事業

平成元年度の調査事業は¥次の内容で、あつだ。

文化財調査委員による調査、民俗文化財総合調査、

観光資源保護調査、職員による調査。

この内¥観光資源保護調査と職員による調査に

ついて報告する。

観光資源保護調査

観光資源保護財団(日本ナショナルトラスト〉

ガ平成元年度の調査事業として¥総社元総社歴史

の敵歩道計画の調査を行なつだ。

これは、前橋市の申請を請けて実施されだもの

で¥調査委員長の東京農業大学の進土五十八教慢

を中山に委員会を組織し、調査を実施しだ。

この地区内の特色ある景観をつくっている樫ぐ

ねが残っている民家や駅前広場¥天狗岩用水など

を調査し¥それぞれ現状写真と改善案を示しだイ

メージ図を並べて提示している。

提案されだ5コースは、群馬総社駅を発着点と

し、天狗岩用水¥蛇穴山古墳などを回る「天狗岩

コース_j'かしぐ、ねコ ス」、新前橋駅を発差点に国

分寺跡、総社神社などを訪ねる「夕焼けコース」、

群馬総社駅を出て¥宝I苔山古墳などを回る「せせ

らぎコース」と¥新前橋駅、群馬総社駅を発善点

に二子山古質、光巌寺などを含む「古代ロマンコ

ースJ である。

この地区の古墳¥社寺¥街並みなど各時代の質

の高い歴史遺産を育機的に結びつけるコ スとし

ており、地域資産のネットワークによるまちづ、く

りの定めの方針を示している。

豊かな歴史遺産をだだ保奇するだけでなく、活

用しなガ、ら残していくことが大切であり¥この報

告ガ市民の理解に役立てば、今後の街づくりに役

立つことだ、ろう。

平成2年度、 11月18日に進士委員長を招いて¥

現地報告会を総社公民館で開催する。まだ、それ

に合わせて、地元でも文化財めぐりなどの行事ガ

計画されている。

二宮赤城神社神事調査

平成元年11月30日

この神事は、什月の最終の午の巴に行なわれる0

12月の最初の辰の日には御神幸ガ行なわれる。そ

の前に神域の悪魔をはらって清浄にする疋めに行

なわれる。

倒神幸は、 4月と12月の年2回三夜沢の赤城神

社との聞を御神体ガ往復する神事である。

昔は神衣祭(かんみそさしりと呼び、神様に衣

をさしあげる察りであつだ。

この神事で境内を清め¥その聞に着物を作り、

御神幸でその着物を持っていくという。今は着物

はつくらない。

当日の午前中に総代ガ茅を取ってくる。長さ6

cmほどに切り¥和紙の小片をはさみ¥小さな矢を

作る。これを1000本つくる。

50本ずつ束にし、木の箱に入れる。これには肩か

けの組ガげき¥神事の閏神主の(寸添いガ掛け¥矢を

渡す。神主は桑の枝と麻の紐で作つだ弓を持つ。

真夜中を過ぎ、午前サ時から行なう。この神事

を見芝り¥出会つ疋りしないほうガ良いと云われ

ている。

神主ガ矢を射りなか、ら、神社の東、南、西の神

域のi克まで行く。そこにはしめがはってあり、昔

は道に縄をilliらせ定。

この問、 言も言葉を発してはいけないし、明

かりを使用してはならない。

そのだめ、調査においても、補助光源は使用し

なかっ疋。なあ、この矢は、拾っておくといいこ

とがあるといい、朝早く地元の人ガ拾う。

二宮赤塚神柱締事
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埋蔵文化財発掘調査事業

本年度の発掘をふりかえって

平成元年度の埋蔵文化財調査事業は、 13遺跡に

及ぶ発掘調査をはじめとして、芳賀団地遺跡調査

報告書第3巻の刊行に向けての整理作業、さらに

各種開発事業に伴う事前の確認調査を多数実施し

ましだ。(詳しくは別表参照〉

本年度もまだ記録保存という形で先人の残しだ

多くの文化財(遺跡〉ガ、失われてしまいましだが、

その成果として前橋の古代史を解き明かす上での

貴重な資料を得ることができましだ。

横俵遺跡群(荒砥工業団地造成に伴う発掘調査)

では、 3遺跡の調査が並行して行なわれ、それぞ

れ多大な成果をあげることができまし疋。

63年度から継続して行なわれている大道遺跡で

は、縄文時代から中世に至るまでの数多くの遺構

ガ調査され、その中でも土偶・土版・岩偶・石棒など

の祭りに使用されたものと思われる特殊遺物ガ出

土しており、さらに35墓にのぼる縄文時代後期の

本格的な配石遺構は市域では初めてのものであり¥

残存状況ガ非常に良野であるということも合わせ

大道遺跡の配石遺構(上)と土偶

42 

てマスコミにも報道され話題を集めました。

内堀遺跡群(大室公園造成に伴う発掘調査〉で

は、先年度に引き続いて五料沼の北側部分で百墳

時代初頭の集落跡ガ調査され、三古墳築造前の地

域の歴史の一端ガあきらかにされまし疋。

元総社明神遺跡(区画整理に伴う発掘調査〉で

は¥牛池川の河川改修部分を中山として調査ガ行

なわれ、縄文時代から弥生時代にかけての遺物包

含層・古墳時代の水田跡(ミ二水田〉・平安時代の

水田跡、住居跡16軒、土坑、溝などのほか、中世

の蒼海域の堀跡も発見されまし左。河川の氾濫原

ということで出土遺物の種類は多<、特に木器や

加工材に見るべきものがあり、中でも県内では初

めての出土例となる大型人形(ひとがだ〉は、注

目されるものです。その他山王廃寺や上野国分寺

と共通する文字瓦も多数出土しましだ。

なあ荒子小学枝枝庭III遺跡でl去、関係者の協力

により、枝吉枝庭の造成に併せて竪穴住唐と堀立

柱建物各T棟ガ発見されだ原位置で復元されだこ

とは埋蔵文化財の保存と普及に対しての喜ばしい

出来事でありまし疋。

元総社明神遺跡出土木器と人形



発掘調査一覧

番号 遺跡名 童圃コド 地 番 調査面積附 調 査 原 因 表査面結調果 冨査結掴果闇 本調査期間・備考

1 楠(111檀10)遺71:週跡IS郵群〕 1 E19 西大室町熊E吠5-1 9ト 23，382 荒活工業団地造成 有 有 H 1. 4. 26-1. 11. 30 
2 楠〈大檀遭遺遇跡蹄群〉 1 E14 下大層明11卦 40.851 4- 有 有 H 1. 4. 12-2. 1. 15 

3 構〈自瞳掴遺調跡査群〉 西大室河‘大久保、中構曹、躍問穴 (11?日5日，日日日日日) 4- 有 有 H 1. 9. 4 -1. 9. 30 

4 内堀遺跡群 m 1 El1 置大室II!J.上縄引地内 12.500 公園造成事業 有 有 H 1. 4. 27-1. 10. 31 

5 元総社明社遺跡四 1 A41 王総社町地司 4，307 区画整理事業 有 有 H 1. 4. 28-1. 12. 27 

6弥勤遺跡 63A40 元総社町弥鞠1237-38 2，日00 宅地造成 有 有 H 1. 5. 15-

7熊野谷 II遺跡 1 A42 笥仔町1219;キ 1.000 青梨子住宅団地造成 有 有 H 1. 6. 2 -1. 6. 30 
8 葺子小学Ii!控庭園量踊 1 E20 荒子町大久保地内 3，683 荒子小学校校庭拡張 有 有 H 1. 6. 22-1. 8. 23 

9前山 II遺跡 1 E22 下大国理E盟91- 1.956 泉沢工業団地造成 有 有 H 1. 9. 4 -1. 10. 9 

10守JJ」主? lG7 東普町1位卦 1(03D，2， 日5日日日) 東善住宅団地造成 有 H 2. 2. 2-2. 3.31 

11 デ揖主 主査守 lE23 飯土井町初日外 〈53g，日，日日目日。) 城南工業団地造成 無 H 2. 2. 27-2. 3. 31 

12東 遣 跡 1F 1 野ヰ町4随一E 150 庖舗建設 有 H2. 2. 6-2. 2.8 

13 子山前II遺跡 宜京町三丁且天川町地内 子山土地区画整理 有 ⑧ H 1. 5. 24 

14 1j¥J草子町字倉井田 35，0日日 土地改良 無 ⑧ H 1. 6. 21 

15 日輪寺町宇伊勢原荒牧町青柳西 3，713 公民館建設 有 ⑧ H 1. 10. 25 

16 荻窪可回目卦 38，923 廃棄物処分場 無、 ⑧ H 1. 12. 6 

17 IJ¥坂子町宇置暫戸120ト1、2 4，896 運動場造成 無 ⑧ H 1. 12. 20 

18 大渡河2T目3-11 3，300 温水プール建設 無 ⑧ H 2. 2. 22 

19 文京町1蛾 1 卦10筆 3，527 マンシヨン建設 無 ⑧ H 1.. 4. 10 

20 古市町字車道問一1卦3筆 1.974 庖舗建設 無 ⑧ H 1. 5. 11 

21 王線祖珂第3街区Bー14-1 'i卜 2.026 倉庫建設 無 ③ H 1. 4. 26・29

22 二下之増宮田町町11594マ5Z 24 卦骨EE箪量 6，0日日 飼料貯蔵施設建設 無 ⑧ H 1. 4. 5 

23 西普司宇壱句000-1 卦 1，750 ドフイブイン建設 有 無 ⑧ H 1. 4. 13 

24 西普町s6 1，372 ガソリンスタンド建設 無 ⑧ H 1. 5. 18 

25 欝司羽3-4卦5箪 3，98日 廃棄物処理場 無 ⑧ H 1. 4. 28 

26 元総社町字屋政調4-1 926 マンシヨン建設 無 ⑧ H 1. 5. 15 

27 総社町裕社宇甲稲荷塚3014 958 アパート建設 無 ⑮ H 1. 5. 16 

28 荒子町字臨乙回-4 1，657 倉庫建設 有 有 ⑧ H 1. 7. 20 

29 上泉可1871-1 卦 200，日00 宅地造成 有 ⑧ H 1. 5. 31 

30 今井町4随一1外 8，600 工場建設 有 ⑧ H 1. 5. 16 

31 新層司 132，0日日 宅地造成 有 無 ⑧ H 1. 6. 26 

32 刻|原町6-2.3 1，150 庖舗建設 無 ⑧ H 1. 6. 16 

33 西大室町宇伊姐lJ60H卦E筆 4，164 土採取 無 ⑧ H 1; 6. 13 

34 J温原町13邸ー1、13'71J-1 3，134 教育施設建設 無 ⑮ H 1. 6. 15 

35 稲荷塚道東遺跡 問屋町2-9-10 1. 109 マンシヨン建設 有 試掘調査で遺跡の概要がつかめた

36 今井町1喝-7，1匝)-8 1. 543 ガソリンスタンド建設 無 ⑧ H 1. 7. 6 

37 三告拘3一酉 E 卦5箪 1，378 宅地造成 無 ⑧ H 1. 6. 30 

38 青梨子町田直-2 1.000 ガソリンスタンド建設 無 ⑧ H 1. 7. 12 

39 田口町晶7-1 16，015 宅地造成 無 ⑧ H 1. 7. 6 

初 草作 II遺跡 王重量社珂宇華作1笥1件 10，517 宅地造成 有 試掘調査で遺跡の概要がつかめた

41 天川大島町3羽 ? 件B筆 1，308 宅地造成 無 ⑧ H 1. 7. 6 

42 上佐扇町751-1 外E筆 5，860 廃材処理施設建設 無 ⑧ H 1. 7. 14 

43 上小出町宇庚申琢図。 1，008 共同住宅建設 無 ⑧ H 1. 7. 19 

44 龍蔵寺町随一1、制-5 2，477 アパート建設 無 ⑧ H 1. 7. 31 

45 小相木町宇高田笥5-1 卦5筆 2，2?? 事務所建設 無 ⑮ H 1. 8. 2 

46 東善町字村内390-13;キお筆 6，932 建売分譲建設 無 ⑧ H 1. 8. 1 

47 玉総社町弥鞄1216卦B筆 4，396 宅地造成 無 ⑧ H 1. 9. 13 

48 王総社町小見の内1752 1，445 宅地造成 無 ⑧ H 1. 8. 28 

49 元総社町14-1 卦 2，025 農協建替 無 ⑧ H 1. 9. 18 

50 山王町2-40ー14 3，062 郵便局建設 無 ⑧ H 1. 9. 19 

51 一子山別皿遺跡 天川原町二子山前133-5 91- 3，488 貸庖舗建設 有 試掘調査で遺跡の概要がつかめた

52 立木町31-5、31-7 1，355 ガソリンスタンド建設 無⑧H1. 10. 25 
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番号 遺跡名 適量コド 地 番 調査面積附 調 査 原 因 表査結面調果 試査 掘調 本語査期間・備考結果

53 構理大林下 24.551 ゴルフ練習場 無 ⑧ H 1. 11. 30 

54 亀里町362-4 ;ホ3筆 3.日58 ドフイブイン建設 有 ⑧ H 1. 10. 19 

55 韓日町字西中袋112'7-1 卦6l畢 3.130 宅地造成 無 ⑧ H 1. 10. 30 

56 元総社町宇草作13日 1.728 宅地造成 無 ⑧ H 1. 11. 7 

57 北代田町制。-1、2 2.145 アパート建設 無 ⑧ H 1. 11. 9 

58 上泉町部4-1 件3箪 1. 984 工場伺帯施設 無 ⑧ H 1. 12. 13 

59 4咽可部8-1 卦2鏡 2.630 マンション建設 無 ⑧ H 2. 1. 10 

60 上新田町字下新世浦1367-1 11. 615 住宅建売分譲 無 ⑧ H 2. 1. 5 

61 種蔵寺町字砂塚2卦2筆 3.088 住宅建売分譲 無 ⑧ H 2. 1. 20 

62 公田町鰯-5、防ー1州筆 5.511 ドフイブイン紺帯施設 無 ⑧ H 2. 1. 10 

63 伊勢遺跡 上長礎町田6-1 外2筆 2.186 ガソリンスタンド建設 有 ⑧ H 2. 2. 16 

64 再町三丁目100-1 441 事務所建設 無 ⑧ H 2. 3. 7 

65 堀之下町字縛海道路上品3 1.500 ガソリンスタンド建設 無 ⑧ H 2. 4. 9 

66 曜日町字木下13位一1卦自筆 1. 505 建売分譲住宅建設 無 ⑧ H 2. 3. 29 

67 高井町1ー12ー? 2.296 事務所建設 立合い ⑧ H 2. 3. 22 

68 天川原町宇東下1崎 2.020 庖舗兼事務所建設 無 ⑧ H 2. 2. 26 

@ 

企発掘調査

A 整理作業

-試掘調査

O 表面調査

029 
033 

A9 
4‘8 

.65・52赤城火山斜面

037 、、，ー、

広瀬川低地帯 、
、.，‘、

.28 

、、、 030 

-、、 036
ーー、『、、 022 

、、
A63 

4‘12 
、ーーー、 041 
019 

064 ・51、.旬、、、・68 』←ーーー、、、 050 
034 

、、

042 023 
024 
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1 .横俵遺跡群(直営分)

2.横俵遺跡群大道遺跡

1∞Om 10∞ 2∞o 

事業名 荒砥工業団地造成工事(前橋

工業団地造成組合〉

所 在 地 前橋市西大室町57-2番地ほか

調査期間 元年4月26日~元年11月30日

担 当 者 駒倉秀 ・都所叡尚

調査面積 24，000m' 

調査の経緯 平成元年4月1日付けで前

橋工業団地造成組合より荒砥士業団地造

成に伴う調査依頼が提出された。同年、

表面調査を経て、開発優先順位の高い地

区から調査を開始した。平成元年度は開

発地内の幹線道路部分を調査団直営で試

掘調査と発掘調査を並行して実施した。

立地 横俵遺跡群は、前橋市街地の東

方約9kmに位置している。北は大胡町、

東は粕川村に接し、地形的には、赤減山

南麓に広がるなだらかな斜面上に立地し

ている。この赤奴山南麓斜面上は古墳の

宝庫であるとともに、近年、 土地改良事

業や大規模な開発事業ガ極めて多く、そ

れらに伴い調査され疋遺跡の数も非常に

多い。 E安定、今回の調査においては、調査

範囲が広大である疋め、便宜的に中横俵・

土償俵 ・熊の穴-大久保の4遺跡に分け、

調査にあたった。

旧石器時代 なし。

事 業 名 荒砥工業団地造成

所在地 配橋市下大屋町上八光811番

調査期間 平成元年4月12日~平成2年

1月15日

担当者 遠藤和夫(市発掘調査団〉近

江屋成陽、間宮政光(山武考

古学研究所〉

調査面積 40，851 m' 

調査の経緯 荒砥工業団地造成に伴う

開発行為に先立ち、前橋市工業団地造成

組合より調査依頼を受ける。調査主体は

前橋市埋蔵文化財発掘調査団、調査実務

を山武考古学研究所が実施し定。

立地 本遺跡はよ毛電鉄大白駅から南

ヘ約2，5畑。前橋市の東部、旧荒砥地区に

位置する。

本遺跡の立地する赤域山南麓は広大な

裾野地形を形成し、 1じから南への緩傾斜

地となっている。

本遺跡は利根川の支流である神沢川の

右岸台地上に存在する。地表面は幾度か

の河川の氾濫により、ロ ム台地の原形

覇、砂l嚢土、沖積地の粘質土と複雑な土

療になっている。標高l引37m~1 41m。

縄文時代 遺僑は、調査区の南側に集
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縄文時代 熊の穴遺聞から住唐I止4軒、

土坑19墓ガ積出された。出土遺物から前

期の集落であると思われる。主体となる

土器は約5，000年前にあたる前期諸磯式

土器である。市内の遺跡から前期の住居

祉の横出例は少なく貴重な事例となった。

弥生時代 なし。

古演時代 熊の穴遺跡から住居祉10軒、

土坑28墓、井戸T墓、古i責1墓ガ積出さ

れた。いずれの住居祉からも主体となる

出土遺物は赤井戸系土器であつだ。さら

に、 H-8からはミニチユ戸土器、高杯

等ガ、 1-1からはミ二チユ戸椀、小蜜

等が出土し、全体的にみても祭杷に関係

があるとみられる遺物ガ数多<横出され

ている。また、げ-6からは炭化材ガ壁

に対して直角にまとまって模出された。

焼失し疋家屋であると思われる。 M-1

は終末期の円i貫である。傾斜地に立地し

ている疋め、いわゆるrw寄せ』の士法を

使用して築造されている。石室の石組も

良好な状態で積出されだ。

奈良時代 なし。

平安時代 大久保遺跡から住居i止が2軒

検出された。 H-1からはr東J. r中』と

書かれた墨書土器が出土している。

中する傾向を示している。 墓域と蓄えら

れる配石遺構をとり囲むように住居祉が

存在する。配石は形態別に分けると、円

形、石棺型、穀石状のものに分けられる。

遺物は住唐祉内より和名寺式、短之内

式、 1J[曽利B式の土器が伴出している。

また住居虻の石困炉には多孔石ガ使われ

るものがある。

古漬時代 古墳時代では前期と後期の

住居祉が模出されている。前期のものは

調査区の東よりに1じから南へと集中して

検出され、後期のものは西よりに北方ら

南へと集中する傾向を示す。ぎた、直径

2m前後深さ確認面より約 1m50anの円

形主坑が北部に集φしており同遺構内か

らは、後期の遺物ガ出土している。

平安時代 住唐祉3軒がそれぞれ離れ

たところで検出されており、主車自方位も

異なる。

中・近世 薬研婦のj替を2条模出。

本遺跡では、特に縄文時代の遺構、遺

物が赤減南麓でまとまって模出しだ例は

少ない潟、資料的な価値は大きいと蓄え

られる。



3.横俵遺跡群(試掘)

遺跡位置図(国土地理院5万分の4 前橋)

W 色彰

4.内堀遺跡群凹

事業名 荒砥士業団地造成事業

所在地前橋市西大室町 〔荒lit工業団

地3・4街区〕地内

調査期間 平成元年9月4日~g月30日

担 当 者 遠藤和夫 ・新保美〔前橋市

埋蔵文化財発掘調査団〉

金子正人 ・白石光男(スナガ

環民測設株式会社〕

調査面積 175，000m' 

調査の経緯 前橋工業団地造成組合〔管

理者清水一郎「前橋市と群馬県ガ地方自

治法|こより組織した 部事務組合~)より

埋蔵文化財発掘調査の要請を受け、市教

育委員会と同組合と協議調整を言十り、 事

業計画面積の広大なことを考慮し、試掘

調査による概要把握を行うもので、市教

委のもとに組織されだ市・調査団の指導

のもとにスナガ環i莞測設側が実施しだ。

立地 前橋市の東北部E陵地北辺が大

胡町及び粕川町と境界を成し、緩傾斜の

地形は南へ向う舌状台地である。この台

地の最高部は標高165mである。西100m

を南下する神沢川は、標高約140mを示

し、これに沿って左岸側土流から熊野穴、

上績俵、合せて約10haの遺翻l群がある。

事 業名 大室公園整備事業 (公園緑地

課〕

所 在地 前橋市西大室町

調査期間 元年5月8日~元年10月31日

担当者 園部守央 ・鈴木雅浩

調査面積 12，658m' 

調査の経緯 上記事業に先立ち公園設

計の基償資料とすることを目的とし、公

園緑地課より調査依頼があり、昭和62年

度に公園予定地全域の確認調査、昨年度

の10，000附の発掘調査|こ続き、今年度で

3年目の調査に至つ疋。

立地 南口橋市の東端、赤戚山南麓のE
陵地lこ位置する。北に粕川村、東に赤沼

町ガ隣接し、周辺には三二子古演をはじ

め、上縄引遺跡、 梅木遺跡、赤掘茶臼山

古墳怠どがある。

日石器時代 なし。

縄文時代 遺構は模出されなかった。

遺物は早期の田戸式土器、 中期の加曽利

E式土器、後期の掘之内式工器、初l名寺

式土器等が敵在して出土した。

弥生時代 弥生終末期の赤井戸系土器

もみられるが、古墳時代の土師器を共伴

しており時代の特定は難しい。
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又;J:，岸を東ヘ300m程に約7.5haの調査地

(大久保〕が、粕川村込皆戸に隣接してい

る。

大久保遺跡 調査区全域に試掘溝(ト

レンチ巾約1 . 2m長約30~100m) 10本を

設け遺構 遺物の積出に務めたが、遺婿

は模出されなかった。遺物は石斧マ点を

含め石器3点を表採、試掘溝でT点格出

しだ。

」二償俵・ 熊野穴遺跡 古漬らしきもの

共遺矯30墓、住居跡、古漬の周溝、 溝、

集石遺構その他を含め30件前後を確認し

た。

遺物表採を含め石器、縄文土器片、

土師器片等、数多く模出した。

上積俵遺跡は、台地の南E端部に位置し

百墳が多く、垣鱗片、石器類が遺物かう

多量に出土している。台地の中央部以北

ガ熊野穴遣蹴である。この中央部から縄

文土器片と石斧等、北端部から縄文土器

片及び弥生後期~古漬前期の土器片と石

器類ガ出土している。

古墳時代 古i責T墓、石槻墓1墓、住

居t.ll:16軒、土坑8墓を横出し芝。百貨は

直径11mの円演で、北隣|こ位置する上縄

引遺跡の墓域に続くものと蓄えられる。

漬Eは削平されており石室は確認できな

かった。石槻墓は6世紀以降の構築と考

えられ規模は0.7mx1.8mである。ア枚

の蓋石で覆われ、石槻内の床面及び石組

の聞には白色粘土ガ魁られていた。 住居

I止はすべて百漬時代前期のもので、大型

のものは辺アm以上を測る。また昨年

度の調査結果を合わせみるとこの 帝の

住居拡群が想定できる。さらに住居祉内

ガら出土しだ遺物は、櫛描文系土器〔樽

系〉や縄文系土器(赤井戸系〕と共に主

師器を共(半し、時代の移行を物語るかの

よう|こ複雑な様相を呈する。

奈良・ 平安時代 溝祉T条を検出。溝

の底から工自由器の高台付きI宛が出土しだ。

内黒で外側に墨書がみられる。

中 ・近t!!: 作物の貯蔵用と思われる方

形の土坑多数検出。その他、窯虻2墓を

棟出した。



担 当 者 前原豊井上敏夫 自然木ガ出土。竪杵・ナスビ形鍬・弓・杭・

5.元総社明神遺跡四 調査面積 2.610m' 柱がみられた。

奈良時代 なし。

調査の経緯 57年度より上記事業に伴 平安時代 住居祉16軒 ・竪穴状遺構3

う調査依頼ガ継続して提出され、第8年 墓、土坑43墓、井戸3墓、溝32条のほか

1更を迎えた。今年度は昨年度に引き続き、 12世紀初頭の水田祉が検出されだ。

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団と 遺物包含層からは木製自や獣骨ガ多数

分担して牛池川河川改修部分巳伴う5力 検出された。特に人形〔ひとがだ〉の出

所の低湿地を発掘調査。 土は県内で初例であり、調査地点が襖や

立地 前橋市街地の西約2kmに位置す 阪に用いられだ祭記の場であることが想

る。地形的には、榛名山東南麓|こ広がる 定できる。ま芝、中国産の白磁 ・青磁も

遺跡位置図(国土地理院5万分のT 前橋) 相馬ケ原扇状地の漏にあたり、染谷111と 30点以上みつかった。国府戚である特殊

性を物語る遺物といえる。判読でき芝文

字瓦の中で、平安期の郷名であり「和名

抄」甘楽郡一三郷のつつである「那射郷」

(現在の富岡市南蛇井(寸近〕、「方光I勢」

「雀I若人I七I八I阿」や3重孤文を持

つ山王廃寺系の軒平瓦ガ出土し芝。また

「方光」は山王廃寺の刻印と同箔。「七」

「八I阿」は山王廃寺でも多出。「勢」はよ

西原遺跡や上野国分寺と同箔。「雀」は上

植木廃寺との同箔。この結果、国府域出

土の瓦の多くは、国分寺や山主廃寺から

後世に持ち運ばれだ車五周瓦といえる。

牛池川にはさE表れた台地の緩やかな斜面

ょに立地している。本地域は古くからよ

野国府推定地とされ、周辺には国分寺や

山王廃寺、宝熔山・蛇穴山古墳等が存在

する。

縄文時代 遺物包含層から中期 :加曽

E4 後期 :加曽手UB.晩期終末:氷系

の土器や石器に混じり喜男翠の硬玉製大珠

が出土。

事業名 前橋市計画事業元総社(西 弥生時代 遺物包含層より弥生前~後

部第三明相〉地区土地区画整理事業(施 期の土器が出土。

工者前橋市代表者藤嶋清多〕 古漬時代 4世紀中葉と6世紀初頭の

所 在地 前橋市元総社町2067-2番地|まか 2層の水田tJt。ほかに泥炭遺物包含層ガ

調査期間 元年4月28日~元年12月27白 ら1.000点、を超える木器・木製自・加工材・

6.弥制遺跡

遺跡位置図(国土地理院5万分の4 前橋)

事業名 民間開発〈宅地造成事業〉

所在地 前橋市元総社町1237番地外

調査期間 元年5月16日~2年3月20日

担当者 新保一美〔前橋市埋蔵文化財

発掘調査団〕・荻野↑専巴〔スナ

ガ環涜澗j設株式会社〉

調査面積 2.000rn' 

調査の経緯 宅地造成事業計画〔事業

者中央群馬土地欄〕の開発行為の許可申

請に伴う調査依頼を受け、市教育委員会

と事業者で協議調整し試掘謂査を実施し

たところ平安時代等の遺構遺物が出土し

発掘調査を実施することになり、市教育

委員会のもとに組織する市埋蔵文化財発

掘調査団の指導のもとにスナガ環境測設

株式会社て安施、発掘調査作業を平成元

年5月16日~ア月15日、整理作業を平成

元年ア月16巴~平成2年3月10巳の期間

とした。

立地 榛名山相馬ヶ原扇状地を流下す

る染谷川右岸台地にあり、周辺は市街化

ガ進み、南方向150mに(主)前橋高崎線

ガ安中市方面に走り、西150mに関越高速

道が走る。史的には、上野国府推定地上

野国分寺・国分尼寺など子~600mの周辺
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中世 蒼海賊関係の遺構とみられる

「堀」。漆椀が出土。

に存る地である。

遺構 住居跡21軒、土坑9墓を確認し

だが残存状況は良くない。平安時代住居

跡19軒、形状は僚長の隅丸方形を呈すも

のが多く、力マドガ東壁南寄に育するも

の6軒を確認した。全面貼床の住居跡3

軒あり、カマドに丸瓦、平瓦が使用され

ているもの3軒を確認し疋。

遺物 土師、須恵器は古漬時代~平安

時代にもの、杯は鬼高T、特筆に値いす

る堕は内部室ガ2室に仕切れ、 i主ロガ2

ケ所、 植E描波状文ガ下部にある。杯、高

称、力メ類は5世紀末~7世紀代のもの

が出土している。他に口縁ガコの字状の

力メ、 B軽石下の住居跡より皿状の杯、

などの他にも多くの出土物がある。

文字瓦の出土、上野国分寺跡などと同

様の押印瓦などが横出されている。



7.熊野谷II遺跡
事業名 青梨子・前原住宅団地造成

所 在 地 前橋市青梨子町字熊野谷地内

調査期間 早成元年6月 2日~6月30日

担 当 者 遠藤和夫・園部守宍鈴木雅浩

調査面積 1，000111' 

調査の経緯 平成元年4月T目白けで

前橋工業団地造成組合より本開発に伴う

調査依頼が提出され、 63年度実施の熊野

谷遺跡の追加分として厚生住宅解体後調

査することになっ疋。

立地 本遺跡は、市の北西部群馬町と

接する部分に所在し、榛名山東南麓に広

がる相馬ケ原扇状地の端にあたる。北東

部には八幡川、南西部1ごは牛池川がそれ

ぞれ東流しており、小河川に開せきされ

ては住居の残存状態ガ5~20anと葱<、

力マドも底部を残すのみであった。 H-

4住居跡は、今回調査された住居跡の中

では最も大きいもので、中央部に1108年

(天仁元年〕降下の浅間山火山灰層ガレン

ス伏に准積しているのが確認されだ。住

居の造としては前年度調査のH-5と良

<似ており、カマドの左石に棚ガ設置さ

れていだものと思われる。ま芝、土の隆

積状況は、同じく前年度のH-2'3と

共通するものをもっている。

出土遺物l誌、 土師器 ・須恵器ガ中山で

あるが量的に少なく、羽釜 ・高台付椀 ・

鉄製槍ガンナ等が模出されている。

遺跡位置図(国土地理院5万分のT 前橋) 疋台地の先立端部に遺跡は所在する。

今回の調査は、前年度未調査部分の調

歪であったが、北半分には以前厚生住宅

が建てられていたため遺構の残りが悪く、

住宅地外の一車干のみが保容状態ガ良怒で

あった。

8.荒子小校庭III遺跡

遺跡位置図(国土地理院5万分のT 前橋)

1叩 m 2ωe 

旧石器時代 遺構・遺物ともなし。

縄文時代 確認トレンチを調査地の東

端に設定しだが、遺構遺物とも確認さ

れなかっ芝。

弥生時代~奈良時代 なし。

平安時代 63年度調査の熊野谷遺跡の

続きとして住居跡ガ4軒確認された。

力マドは、前回の調査と同じく全て東

向きに造られており、その内3軒につい

事業名 荒子小学校絞曾増築

所 在 地 前橋市荒子町I11寵替戸字大久

保地内

調査期間 平成元年6月22日~8月23臼

担 当 者 井野誠 (市調査団〕安藤社

夫(山武考古学研究所〉

調査面積 3，383111' 

調査の経緯 昭和63年度教育委員会総

務課の事業の 環として市立予言子小学校

の校舎の増築、校庭鼠張が計画され、そ

れに伴い埋蔵文化財の取り扱いについて

照会があり文献調査、表面調査を行つだ

結果、遺跡ガ存在することがほぼ間違い

ないということがわかり、発掘調査を実

施することに至つ疋。

尚、荒子小学校校庭は、予言子小学校校庭

遺跡として昭和37年に群馬大学尾崎研究

地形は赤域山南麓へおおよそ5km緩やか

な倍野地形となっている。この斜面を荒

m川、淘澗11など中小河川や溜池、沼を

水源とした河川が南下し、舌状台地、沖

積地、扇状地を形成している。

荒子小学桜は北方約25剛勢多郡大胡

町lこ所在する干貫j召を水源として南下し

ている宮川の開析により形成された舌状

台地上に位置している。

先土器時代 なし。

縄文時代 なし。

弥生時代 なし。

古漬時代 確認されなかっ定。

奈良・平安時代 本遺跡の中核をなす

もので隣接地の調査と同じく住居祉、井

戸、土坑等ガ確認された。

前回の調査時1ごは¥住居;庄内より「識」

の臼文をもっ鋼印ガ出土し、話題になっ

室により調査されており、奈良 ・平安期 たが、今回の調査においては 『車f干』

の竪穴住居jJ.t5軒ほどが確認されている。 r前酒』等の墨書土器1J出土している。そ

本開発言十画は2カ年事業として計画さ の他土自由器、須恵器、石製紡錘章、鉄製

れており、今回の調査は平成元年2月20 刀子等かなり良好な資料が出土している。

巳~3月27日ぎで荒子小学校枝庭 II遺跡 住居祉は奈良、平安時代のものが14軒模

として調査されだものの追加調査である。 出され、そ¢他井戸、 j毒等が模出されて

立地 本遺跡は前橋市の東部に位置し いる。

市街地へは西方約7.5畑である。(寸近の

48ー



事 業 名 泉沢士業団地造成 代前期を主体とし疋前山遺跡、古賀群、

所在地 前橋市荒子町1606番地他 万形周溝墓等ガ検出されている新山遺跡

担当者 遠藤和夫(市調査団〕安藤紅 と隣接し、東側台地は勢多郡街祉と蓄え

夫(山武考古学研究所〕 られる基橿を育した柱穴列とj言及び奈良

調査面積 1，956円了 平安時代の集落tll:である上西原遺跡に隣

接している。

調査の経緯 前山II遺跡は、昭和60年 先土器時代 なし。

度に調査された前山遺跡の未調査部分の 縄文時代 土器、石器片毅点模出。

調重である。 前期土坑1:塁。

当初前橋工業団地造成組合より、教育 弥生時代 遺物、遺構ともなし。

施設用地として開発ガ計画され、校さ造 古漬時代 なし。

成等切土部分のみの調査が実施された。 奈良 ・平安時代 住居祉4軒を模出し

その後開発言↑画ガ変更され、工業団地 疋。内3軒ガ重複の住居祉である。試掘

として造成されることとなり、前回の末 の結果では、集落として広がる様相は見

調査部分の調査が必要となり、平成元年 られなかっ定。

前構)
9月より試掘調査を、同月遺構確認部分 本遺跡東万の上西原遺跡の調査におい

の本調査を実施しだ。 ては、古代の役所とも寺院跡とも考えら

立地 本遺跡は、前橋市街地より東方 れる遺構、遺物が検出されているが、今

へおよそ7.5附の距離に位置する。北方 ロの本遺跡の調査でも、やはり短根をめ

およそ5kmで赤城山南麓ガ広ガり、その ぐらせた大きな建物の意味である「院」

裾野にある大胡町に所在する干貫j召を水 「東院」等の墨書土器や、力マドに蕊周さ

源とし利根川ヘ合流する荒砥川に流れ込 れた布目瓦(南200m付近の柳久保遺跡群

む宮川により開析されだ舌状台地ガ今回 でも同様なものが調査されている。)ガ男

の調査対象になった。 つかっており、上西原遺跡との、かかわ

宮川の沖積地を煉み東西に比高 8~10 りが興味深い。
2∞。

mの微高地が広がる。西側台地は縄文時

9.前山II遺跡

10.前田遺跡群(試掘)
事 業 名 東善住宅団地造成事業

所在地 前橋市東善町100番地のT外

調査期間 平成 2 :q= 2月 7 日~3月31 日

担 当 者 遠藤和夫・新保ー美〔前橋市

埋蔵文化財発掲調査団〉、荻野

博己〔スナガ環涜測設株式会

社〕

調査面積 100.000m' 
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院理地土園図置位跡遺

で北から南ヘ僅か傾斜する地形である。

近隣周辺に古績が多く点在し、金冠塚古

漬は著名である。

試掘調査 20mグリッドを設定し、団

地計画道路に沿ってトレンチ(巾12m)

調査を実施しだ。

遺構 奈良 ・平安時代の住居跡旬、焼

土跡3か所、集石、ピット等を北西隅区

威のトレンチから確認しだ。南東隅区域

のトレンチから住居跡3ケ所が確認でき

疋。ここでは、力マドの禍石、煙道怠ど

一部残っているものガある。

遺物 土師器、須恵器、腕、委片など

が出土している。

古漬時代 痘繍片 1点ガ出土した。

弥生時代 遺構 ・遺物の横出なし。

縄文時代 遺僑 ・遺物の検出なし。



11.新宿遺跡(試掘)

遺跡位置図(国土地理院5万分のT 前橋)

事業名 競稿工業団地主五張開発事業

所在飽 前橋市飯土井町400番地他

調査期間 平成2年2月27日~3月31 日

担 当 者 遠藤和夫(前橋市埋蔵文化財

発掘調査団〕・金子正人〔スナ

ガ環策測設株式会社〉

調査直積 59，000m' 

調査の経緯 青「帰m担地造成組合(管

理者清水郎〕より埋蔵文化財発掘調査

に関する要請をうけ、市教育委員会と同

組合で協議調整を図り、大規模な調査用

地であることから、試掘調査による埋蔵

量の概要把握を図るため市教委のもとに

組織し芝市埋文調査団の指導のもとにス

ナガ環i莞測設附tf試掘調査を実施し疋。

立地 本遺跡地は赤奴山南麓部の神沢

川右岸に位置し、東側は砂質の黄濁色ロ

ームの微高地で、西側はローム台地から

なる。今回の調査区の東側には二本松遺

跡があり奈良 ・平安時代の住居跡多数万

調査されている。また北側は女掘と東道

跡があり、南は上武国道建設に伴って、

飯土井二本松 ・飯土井中央 ・飯土井上組

遺跡が調査され、更に南には荒砥二之題

遺構・遺物

縄文時代 主主トレンチよりす ~2点の

土器片ガ検出された。 T号トレンチB

2グリツト内からは早期の土器片ガア点

石斧オ点、自然石T点ガ検出されだ。

古漬時代 18号トレンチF-9グリツ

トより FP軽石とB軽石の二次堆積層よ

り土師器片36点ガ模出されたが遺構と菩

えられる状況は確認されなかった。東側

15~28トレンチからは B軽石の娃積層(5

~15an) が見られ乏が水田郎等の遺構も

確認されなかった。西側1~14トレンチ

では西漏にローム直ガ男られ中央から東

には砂質の黄渇色ローム層があり深掘り

の状況では中央部lこ(5~10an) 程の棋を

准積する流路跡ガ寄在した。試掲調査の

結果本遺跡地には古代の人々の生活跡を

知る遺構は確認することが出来なかった。

2叩 遺蹴が報告されている。

12.芳賀北曲輔遺跡
(整理作業)

事業名 勝i尺住宅団地造成

所在地 前橋市勝沢町49番地外

整理期間 自平成元年8月刊臼

遺構縄文時代の住居蹄で前期黒浜期

6軒、諸機期5軒、中期終末期~後期初

頭の環状配石住居跡T軒、柄鏡形穀石(主

至平成2年3月31日 居跡5軒、時期不明のもの8軒が確認さ

担当者 浜田博 ・遠藤和夫(前橋市 れ走。古墳はア世紀中頃の群集i貧6基ガ

埋蔵文化財発掘調査団〉 確認され、 4墓からは石室ガ確認され疋。

金子正人長島郁子(スナガ 他に土t1ii21墓〔内井戸跡ォ基〉溝2条、

環廃測設株式会社〕 風倒木跡1墓、道湖i1ケ所ガ確認された。

整理内容 昭和63年度発掘作業完了事業 遺物遺跡地全体から縄文式土器のォ

の遺物等整理業務で調査報告 部完形田、破片(前期諸磯式、市期勝坂

書を作成する。 式、加曽利E式、後期初l名寺式、短之内

調査の経緯 上記事業の実施に先がけ 式等〉が収納箱51箱模出され疋。石裳田

前橋工業団地造成組合(管理者清水郎〉 は石皿、多孔石、磨石、打製石斧、麿製

から発掘調査に関する要請を受け、 63年

12月1日~平成元年3月25日の問、前橋

遺跡位置図(国土地理院5万分のT 前橋) 市埋蔵文化財発掘調査団の指導のもとに

石斧、敵石、銀、石俸、岩版、岩偶、政

状耳飾等を模出。他に土偶サ点。芭l貫時

代のものは、石室から太刀、刀子、鉄銀、

人骨等を積出。周辺からは須恵器破片数

点、土師器、砥石等ガ倹出された。

2∞。

スナガ環i寛測設株式会社で発掘調査を実

施した。この整理業務である。

整理の概要 赤賊山南側火山斜面の裾

野には多くの遺跡がある。当地は「北曲

鱗古漬群」の中にあり、隣接して芳賀団

地遺跡ガある。整理作業は発掘調査時の

各種図面の整理やトレスの作業を進め、

遺物の洗浄、注記、復元、計測、整図の

作業、言十測データ の処理、報告書原稿

の執筆に当つだ。

-50 



13.昌楽寺廻向遺跡

1叩 m 1冊。

14.柿木 II遺跡

事業名 民間開発(マンション建設〕

所 在 地 前橋市総社町総社字昌楽寺廻

村東2882~12

調査期間 63年6月21 日~29日

調査担当 遠藤和夫 新保美・井野誠

面 積 1584m'(発掘面積100m')

1000 

調査の経緯 藤和土地建物株式会社の

開発計画に先立ち試掘調査依頼があり、

調査の結果平安時代住居跡2軒を検出し

た。

これにより開発事業者と協議の結果、

前橋市教育委員会直営で発掘調査を実施

することとなった。

立地 前橋市の北西部にあり、榛名山

東南麓の相馬ガ原震状地が前橋台地に移

行し疋所で¥八幡川や;帯 11などの小河川

に開析され疋低台地上に位置する。

通有産業道路のほ|ま中央部西側に立地

し、土取り作業中に縄文炉跡と炉内の埋

設土器ガ発見された産業道路西遺跡の北

に所在する。

縄文時代 前述のように、縄文遺衝が

存在した地であるが、申請地全面が大き

く削平を受けていだため、土器の破片ガ

事 業 名 群馬中央倉庫株式会社の倉庫

増設に伴う造成

所在地 前橋市高井町丁目28番7 ・

13 

調査期間 昭和63年4月19日~5月 9日

担 当 者 遠藤和夫園部守央・鈴木雅

活 ・都所叡尚・加部二生 ・新

保一美

面 積 1230附のうち584m'

調査の経緯 開発行為の実施計画に伴

い昭和61年6月に試掘調査を実施したと

ころ、住居跡及び溝を横出しだ。その後

開発行為者と協議・調整を図り昭和63年

4月より発掘調査を実施することになっ

疋。
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院理地土国図置位跡遺

は良くなかっ芝。
唱
E
A

ph
d
 

採集されたのみであった。しかしながら、

周辺の桑畑では、石器を含めた縄文土器

片が採集できる。

奈良 ・平安時代 削平の受け方の少な

かっ芝所で、 2軒の住居跡が確認された。

出土遺物は須恵器皿T点土師器称2点と

国分期の重量口縁部破片であった。 55tのー

軒は住居の半分程ガ確認され、 二つの力

マドを持ち、南よりのカマドでは袖部と

煙道部に白色の粘土が残存していた。こ

れはこの力マドの使用期聞が短かかっ芝

だめと思われるが、このカマドに不具合

ガ生じたので別の力マドを設けたと考え

るよりも、双方共に力マドの残存状況が

良いことから、新芝に力マドを作り替え、

その後程なく使用されなくなっだものと

思われる。

この住居からの遺物の出土ガ少ないこ

とから判断すると、力マドの{寸け替え直

後に何らかの理由でこの住居は廃棄され

だものと思われる。

奈良 ・平安時代 コの字口縁を待つ蜜

を伴う住居師を検出しだ。この住居跡は

調査区の北東側に位置し、重複住居であ

っ芝。ま芝、壁際の上層部から縁紬片が

出土している。

溝 調査区の北西から、弧を描いて中

央部を東西に流れる上巾約3mの溝が確

認されだ。上層にB軽石を含んでいる。

本遺跡の東北方隣接地に柿木遺跡があ

り、奈良・平安時代を中山とした住居跡

6軒と溝ガ調査されている。

今回の調査の結果、重複住居跡は出土

土器から判断して、上述の遺跡と同 集

落を形成しており、調査地中央を績切る

溝の南側から模出された住唐跡が鬼高期

のものであることから、溝によって集落

ガ区切られていだものと恩われる。

また本遺跡の溝の上部にB軽石層が存

在するが、柿木遺跡の溝ではB層ガ確認

されていないことから二つの溝の直接関

連は広いものと思われる。



芳賀団地遺跡調査

芳賀団地遺跡発掘調査整理事業let、昭和56年度

から整理事業を開始し、昭和58年度に作成委員会

を発足させ事業を行なってき定。

昭和58年度に第T巷(芳賀東部団地・省東〉、昭

和62年度に第2巻(同・谷西〉、平成元年度に第3

巻(同・縄文~中近世〉の刊行作業を行なつだ。

作成委員会は本年度改組を行ない、その下部で

編集作業を行う編集委員会を組織化し、作業の進

捗をはかつだ。

事業名も芳賀団地遺跡整理・遺跡台帳整備事業

として市内遺跡の資料の台帳化をあわせて実施す

ることとなつだ。

元年度の作業は第3巷の刊行作業と、平成2年

度刊行予定の第4巻(芳賀西部団地遺跡〉の整理

作業、第5巷(芳賀北部団地遺跡〉の整理作業を

実施し疋。

第3巻の刊行作業に伴って、考察編の執筆と、

それに伴う図版類の作成を実施し、第4巻の整理

作業では、事務局による遺構の 1;0(整理とテヲ

表の作成、多量の瞳輔を中山とする遺物の接合と

復元、石器類の実測を実施した。

第5巷の整理作業では、遺物の再洗浄と注記、

台帳作りの作業を実施しだ。

第4巻に収録予定の遺構は、縄文時代の竪穴住

居ア、ピット6、配石遺構3、弥生時代のピット

?と古墳31、壇輔棺直葬墓介、方形ピット k 溝

4、遺構23、井戸6である。

縄文時代の住居跡は全て前期前半に属し、限ら

れ定時期の住居跡であり、芳賀東部・北部の縄文

時代の住居跡との係わりで注目される。

まだ、古墳は切り合いガなく、同一期内に造ら

れ疋とみられ、造つ疋人々や、その後削平をうけ

疋とみられる点ガありその要因についても今後の

横討を要する点である。

さらに、古墳の周掘には FA軽石層がみられ、

その状況も様々であり¥古墳の害察のポイントに

なると考えられる。

台帳整備事業では、市内遺跡について、台帳化

の作業を開始し、台帳作りを進めだ。

2年度は第4巷の刊行作業とともに、第5巷の

整理作業を実施する予定である。

つ臼にd



あとカfき

文化財というと、市民のみなさんはどんな印象をお持ちなのでしょうか。古代からの丈

化財を前に、静かに調査、研究をしている姿を思いうかべるかたが多いのではないでしょ

ヴ力、。

実際は、文化財保護の最前線として、開発関係、市民対応に追われ、事務室はにぎやか

ですし、職員は出払っていることが多いのが現状です。

仕事が増えることがあっても、減ることがないなかで、職員の努力の成果の一部をこの

報告書にまとめました。

こんなにあるのかなと思われる方 この程度と思われる方といろいろあるかと思います

が、前橋の文化財保護行政の理解に役立てば幸いです。

平成2年 9月
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